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午前10時00分開議 

○議長（是石 利彦君）  会議に先立ち、議員及び執行部の皆さんに議長よりお願いをいたします。 

 発言は必ず議長の許可を得てから発言していただきます。また、不適当発言、不規則発言に御

注意をいただき、有意義な会議でありますよう皆様の御協力をお願いいたします。 

 今日、向野議員より、体調が悪く病院に行くため、本日、少し遅れるという旨の連絡があって

おります。 

 ただいまの出席議員は８名で定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、中家議員、山本議員の２名を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（是石 利彦君）  日程第２、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、質問を許します。質問は通告の内容に沿ってお願いいたします。

また、質問の回数は同一質問について３回を超えることができないようになっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 質問者の質問時間は、答弁を含み５０分以内ですので、時間内に終わるよう要点を簡潔明瞭に

行い、また、答弁者につきましても効率的な議事運営への御協力をお願いいたします。時間の経

過は、議場内に表示されておりますので、消費時間を確認し、厳守していただきます。 

 中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  皆様、おはようございます。まずは、このたびの花畑町長のお母

様の御逝去に際しまして、深く哀悼の意を表し、お悔やみ申し上げます。個人的にも花畑昭一郎

先生とともに、私の父と母、子供のころからの友情、そして先輩、後輩としての長い、深い、い

い関係を生涯お付き合いしていただきましたことに対しましても、深く感謝申し上げます。また、

本来なら、本日、喪主としての大切なお務めがあろうかと思いますが、私の質問内容は町長御本

人でしか答弁できない内容も含まれておりましたので、この議場にお越しいただきましたことに

対しましても、深く感謝いたします。 

 それでは、一般質問に入りたいと思います。さきの町長選挙におかれまして、町長が立候補し、

当選されてから早くも３年半が過ぎました。この間、その当時では想定できなかった新型コロナ

ウイルスの発生、感染という、ある意味、人類がこのどうされるだろうかというぐらいの大変な
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時期を我々人類は迎えたわけでございます。公約の時点では、そういうことは書かれておりませ

んでしたけれども、選挙の際に公約として書かれていたことを項目として６つ上げて、今日は質

問させていただきたいと思います。 

 それでは最初の質問です。福祉の充実・思いやりあふれる町について、今までの実績等をお聞

きしたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  それでは、中家議員の福祉の充実・思いやりあふれる町につ

いて、子育て健康課のほうから御説明いたします。 

 まず最初に、コロナ関連事業について御説明いたします。令和２年度に国の特別定額給付金が

ございましたが、議員の皆様にもマスクの封入など御協力をいただきまして、県下で１番に給付

を行うことができております。また、令和２年４月１８日以降に生まれた新生児につきましては、

国の特別定額給付金で対象とならなかったため、町独自の事業として、令和２年４月２８日から

令和３年４月１日までの間に生まれた新生児につきまして、１人当たり１０万円の給付を行って

おります。該当された住民の皆様からは、喜びの声をいただいております。 

 次に、非接触型体温計の購入と配付についてでございますが、小学校や町内公共施設、保育所

等に設置することで、来場者や児童に対する衛生管理や安全対策ができております。また、近隣

自治体分も町長の御尽力により確保いたしております。 

 令和２年度には私立保育園、放課後児童クラブ職員応援給付金を行っております。感染リスク

と隣り合わせの中で開所していただいている町内保育施設及び学童保育に従事する方に感謝し、

活動が継続してできるよう応援するための応援給付金を交付しております。他の市町に在住の保

育従事者からは、町独自の事業に対して、吉富町で働いていてよかったとして大変な感謝の言葉

もいただいております。 

 令和３年度には、子育て世帯応援給付金といたしまして、新型コロナウイルス感染症の影響を

受けている子育て世帯を支援する観点から、児童手当受給世帯に対し、町独自の給付金を支給す

ることにより、子育て世帯に対する支援を行っております。この事業に関しましても、該当され

た皆様から感謝の言葉をいただいております。 

 新型コロナウイルスワクチン接種事業につきましては、花畑町長の陣頭指揮により、近隣では

いち早くワクチンの接種を開始しております。その後も住民の方が安心して接種できるよう、集

団接種及び町内医療機関の協力を得て個別接種を速やかに実施しております。なお、ワクチン接

種時に交通手段のない高齢者等に対しまして、接種会場までの移動を支援するため、当該移動に

係るタクシー運行の運賃を助成しております。この助成に関しましても、高齢者等の利用者の

方々から、大変な感謝の言葉をいただいております。 
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 その他、コロナ関連事業といたしまして、国の事業であります子育て世帯に対しての各種給付

事業、保育所や保育士に対して、国や県の事業を活用して速やかに助成を行ってきております。 

 次に、子育て健康課関連事業について御説明いたします。 

 小さい町ではございますが、町内認可外保育所に対しまして、保育所等整備事業といたしまし

て、町の子育て計画の基本理念である、家族を育む全力子育て応援のまちとして、切れ目のない

助産婦、乳幼児への保健対策や、子育てサービスのさらなる充実を図るため、認可外保育所の認

可化に対しての意向調査や助言指導に対する補助を行い、今年度におきましては、保育所新築に

係る施設整備の補助も併せて行っております。 

 放課後児童クラブ運営事業といたしまして、コロナ禍における小学校閉校時に、緊急で午前中

からの受入れを令和２年度に行っております。また、令和４年度におきましても、利用者からの

要望のあった小学校休業時の朝の受入れ時間、午前８時からを午前７時３０分に延長しておりま

す。この事業に対しましても、利用者からは喜びの声をいただいております。 

 こどもの森関連事業でございますが、令和３年度に、こどもの森遊具新設事業といたしまして、

こどもの森の古くなった遊具を改修するため、遊休空き地を整理し、新たに遊具を設置し、園庭

を拡大しております。コロナ禍における園児の遊び場の提供としまして、保護者の方に大変好評

で、感謝の言葉をいただいております。 

 最後に、あいあいセンター関連事業でございます。あいあいセンターの事業といたしましては、

令和３年度より婦人がん検診の拡充を図っております、乳がん、子宮頸がんを早期に発見し、女

性の皆様に健康で生き生きとした人生を送っていただくため、受診機会を２年に１回から、毎年

受診に拡充しております。 

 令和４年度には、アピアランスケア推進事業といたしまして、がん患者や、がん経験者のがん

治療に伴う心理的負担を軽減するとともに、社会参加を促進し、療養生活の質の向上を目的に、

医療用ウィッグや補整具等の購入費を助成する事業に取り組んでおります。 

 また、中学生ピロリ菌検査事業といたしまして、胃がんなどの原因となるピロリ菌を早期発見

し、早期の除菌治療に結びつけることで、次世代を担う子供たちの病気リスクを減らすため、中

学２年生を対象にピロリ菌検査を町独自の事業として実施しております。 

 子育て健康課からは以上です。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  続きまして、福祉保険課からお答えします。 

 高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らせる社会、障害のある人たちが笑顔で日常生活を営み、

いきいきと暮らせる福祉政策の推進については、これまでに高齢者の運動習慣定着促進のための

ケアトランポリンや、運転免許証自主返納による町内バス・タクシー利用券の交付、自動車の急
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発進を抑制する安全運転装置設置補助、移動販売による買物困難者への生活課題の支援、振り込

め詐欺など電話による特殊犯罪対策のため自動通話録音機器の貸与、在宅介護により介護認定の

未申請や障害認定の手続未済者への障害者控除認定制度の町独自要綱、寝たきり高齢者等へのお

むつ使用に関する医療費控除に係る取扱要綱の町独自整備など、支援の仕組みの再構築により、

課題を抱える相談者やその世帯への包括的支援となる取組を行ってきました。 

 これまで福祉政策が整備した、子供、障害者、高齢者、生活困窮者といった対象ごとの支援体

制だけでは、生活課題の多様化や複雑化など、人々が持つ様々なニーズへの対応が困難になって

います。超高齢化社会を迎え、高齢独居世帯や高齢者夫婦世帯など、支援を必要とする高齢者の

把握及び継続的な支援を行うための多様な居場所の整備について、各制度で直接対象としていな

い方も含む地域サロンやコミュニティーカフェなど、交流の場や居場所の創出が、人と人とのつ

ながりや交流の機会を生み、多様な活動を通して、これまでの支援体制と異なる新たな縁が社会

福祉協議会や地域包括支援センターの取組、関係団体との共助により生まれています。 

 特定の課題解決から始まる活動だけでなく、参加する人たちの興味や関心から活動が始まり、

それが広がったり、横につながったりしながら、関係性が豊かなコミュニティーが生まれている

活動もあります。 

 活動や人のコーディネートについては、住民の創意や主体性を支えつつ、人と人、人と社会資

源をつなぎ、顔の見える関係性や気にかけ合う関係性を地域で創出することが新しい時代の課題

となります。そのためには、地域の中で人や社会資源、情報をつなぎ、地域活動を支援するコー

ディネート機能の存在が重要となり、医療や介護、福祉サービス関係者、民生委員協議会等との

連携強化により、高齢者や日常生活に支援が必要な方など、誰一人取り残されない地域共生社会

の実現ため、重層的な支援施策を展開している状況であります。 

 福祉の充実、思いやりあふれる町については以上です。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  今、（１）の質問をさせていただきましたけれども、実績を上げ

ていただくだけで、それなりのボリュームがあると感じましたので、１番から６番までを項目別

に先に質問させていただいて、そういう形で進めさせていただきたいと思っております。 

 それでは、（２）教育・スポーツ活動の充実についてお願いいたします。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（小原 弘光君）  続きまして、（２）教育・スポーツ活動の充実については、令和元

年に花畑町長と教育委員会が協議して策定した教育大綱の基本目標である、生涯を通じて学び続

ける町・吉富町の実現を目指して、学校教育、社会教育、スポーツ活動の振興を行ってきました。 

 まず、学校教育では、将来なりたい自分を明確にして学習を行うキャリア教育の視点で、全教
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科の授業づくりを行うことで、児童の学ぶ意欲や自己肯定感を養うことができるようになり、学

力も確実に向上しているところであります。 

 令和２年度から始まった英語の授業では、独自に外国語指導助手を配置することで、ネイティ

ブな発音に触れる機会を増やすことができ、英語を話す能力や聞く能力を高めることができてお

ります。 

 町が掲げた脱炭素日本一を推進する町という目標を受け、今年度からは脱炭素教育を導入し、

干潟の観察などを行っていますが、環境問題を自分のこととして捉えることができるようになっ

てきております。 

 そのほかにも、全ての児童が安心して学ぶことができる環境づくりのため、令和元年１０月か

ら給食費の３分の１助成、令和３年４月から２分の１助成、令和４年４月から急激な物価高騰に

対する支援として完全無償化を実施し、学習的支援を要する児童の対応として、小学校には１名

の学習支援員、３名の学習支援補助員を配置しています。また、令和３年４月からは、奨学金を

必要とする学生のために、貸付金額の増額、返還期間の延長などの町民の声に寄り添った町の奨

学金制度改革を行うとともに、既に奨学金の返還を行っている方への支援のため、返還金の一部

助成を行っているところであります。これらの教育支援に対して、保護者からは多くの感謝の言

葉をいただいているところであります。 

 次に、社会教育では、生涯学習の実現を目指し、文化の振興のため、文化協会と連携し、町民

の文化活動の発表の場である文化祭の開催などの各種文化活動への支援を行っています。また、

スポーツ振興のため、スポーツ協会と連携し、町民ゴルフ大会をはじめとした各種スポーツ大会

への助成及び企画運営、子供を対象とした基礎体力や身体能力づくりのためのトレーニング教室、

卓球教室、バドミントン教室などを開催しております。 

 このほかにも、今年度からｅスポーツや動画編集などの経験を通したデジタル人材の育成事業

を進めているところであります。 

 また、来年になりますが、１月１４日には、ソフトバンクホークスの東浜選手、西部ライオン

ズの山川選手などのプロ野球選手を招き、野球教室を開催し、１月１９日にはバイオリン、マリ

ンバ、ピアノ演奏による町制施行８０周年を祝う、ことほぐコンサートを開催するようにしてい

ます。すばらしいひとときを過ごすことができると思いますので、議員の皆さんもぜひ御来場く

ださい。 

 ８０周年記念式典では、文化やスポーツの振興のため、長年にわたり御努力を続けていただい

た文化協会、子供会育成連絡協議会、とんからりん文庫、まほうのかばん、スポーツ協会の表彰

を行いましたが、今後も学校や文化、スポーツ団体と協力しながら、教育・スポーツ活動の充実

を図りたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  続きまして３番目、広域行政のさらなる推進についてお願いいた

します。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  広域行政の推進につきましては、単独自治体ではできな

いことを、近隣の市や町と連携をし、協力をしながら、安心して暮らせる地域づくりが必要であ

るとの考えに基づくものでございます。これまでの主な取組について御報告いたします。 

 まず、中津市を中心として、今では７市町で構成されます九州周防灘地域定住自立圏への加入

です。就任後、真っ先に町長が取り組まれたことでありまして、この加入によりましての大きな

成果といたしましては、かねてより要望が上がっておりました豊前市から中津市民病院までの

ルートにて、町内を素通りしておりましたコミュニティーバス、中津・豊前線の停留所が吉富駅

前などの町内４か所に新設をされ、町内から直接市民病院への通行が可能となりました。これに

より、多くの高齢者の方々からお喜びの声をいただいているところでございます。 

 また同様に、北九州都市圏域連携中枢都市圏にも、令和３年５月に加盟をし、北九州市を中心

とする１８市町で手を組み、人口減少、少子高齢化社会においても、活力のある社会経済を維持

するための圏域づくりに取り組んでおります。この加盟によりまして、具体的には、これまで北

九州市が主催するいろいろな有意義な研修会等へ、職員も参加ができるように、活発な意見交換

ができるようになったとともに、職員の知識や意欲の向上が図られてきているところでございま

す。 

 さらに、現在、工事が進んでおります福岡東部県界道路についてでございます。この道路につ

きましては、１０年以上前に第１期工事が着手した後、なかなか先行きが見えない状況が続いて

おりましたが、町長が福岡県と中津市、中津市議会、中津商工会議所などとの橋渡しとなり、福

岡県への陳情を重ねる中で、現在は２期工事の整備に向け、本年度よりルート決定のための路線

調査や測量に入っていただいている状況で、急ピッチで中津のダイハツ道路へつながる山国川へ

の新たな橋の建設なども含め、整備が着々と進んでいる状況でございます。 

 そして、今年度より本格的な整備が始まりました山国川のかわまちづくり事業です。こちらも

国交省と中津市、上毛町と連携をして、山国川河川敷の再整備を行う事業です。本町では、広大

な山国川の河川敷を活用して、水辺でゆっくりとした時間が過ごせるように、また、新たな観光

を目的とした外部からの方々を招き入れる施設としても整備を行っております。本年度から、も

う早速整備に着工しており、令和６年度末の完成に向けて工事を進めてまいります。 

 そのほか、オリンピックの砂の誘致をさせていただきました。町内の小学校、中学校、各保育
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所の砂場に、その砂を運び入れ、直接、子供たちに触れていただき、オリンピックの感動を身近

に感じてもらうというところでございますが、こちらにつきましても、近隣の市町へお配りをさ

せていただき、広域活用を図っております。これら全ての取組は、近隣地域を大切にし、お互い

助け合いながら、協力をして、この地域を一緒に盛り上げていきたいという花畑町政の気持ちの

表れであると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  それでは、（４）農業・漁業・商工業の推進についてお願いしま

す。 

○議長（是石 利彦君）  地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  農業・漁業・商工業の推進ついては、関係団体や農業者、漁業

者、商工業者と連携し、現場の声に耳を傾け、産業の発展に注力してまいりました。 

 まず、農業関係では、農協、認定農業者団体や生産組合長会、土地改良区などと協議し、先進

地視察や新たな地域振興作物の普及、水利施設の改良を行いました。先進地へはスマート農業の

研修に伺い、本町でもドローンやスマートトラクターなどが導入され、作業の効率化や経費の削

減が図られております。 

 また、新たな地域振興作物として、昨今のトレンドであるサツマイモ紅はるかを普及させ、日

本一の販売額を誇る株式会社くしまアオイファームとの出荷契約により、農業所得の向上に寄与

し、併せて、フレンドリータウン協定を締結しているギラヴァンツ北九州や町内事業所とサツマ

イモの農商連携事業による特産品開発は、ＮＨＫをはじめ、多くのメディアに取り上げられまし

た。 

 続いて、水産関係では、漁業関係者から、かねてより要望のありました朝市の開催について、

昨年度より漁協と共同で魚市を始め、水揚げされたばかりの新鮮な魚介類や、吉富産の一夜干し

コウイカ、ベタなどの新たな特産品などを漁業者が直接販売することにより、収益力の向上を図

っております。また、漁獲量の減少や産地偽装で貴重な水産資源となっているアサリ貝の資源回

復にも力を注ぎ、漁業者や県、研究所と連携し、取組を強化した結果、天然稚貝のまとまった発

生も確認され、水産資源の回復の兆しも見えてきました。現在、このアサリ貝や、他の海産物を

活用したふるさと納税返礼品の登録の準備も行っているところでございます。 

 商工業関係では、商工会と連携し、創業支援から事業経営の継続、強化を図ってまいりました。

創業支援では、チャレンジショップの町内定着支援はもとより、町の創業支援制度により子育て

世帯に優しいキッズスペースを設けた美容室が開業されております。また、経営の多角化支援で

は、町独自のチャレンジ応援補助金の創設により、高齢者などがいきいきと健康に暮らせるよう、
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整骨院によるフィットネスジムの開設、介護施設にも訪れることのできる移動エステサロンなど

が開業されました。併せて、幅広く事業者の支援をすべく、商工会と連携し、今年度は３種類の

商品券事業に取り組んでおります。特に、キャッシュレス商品券により、事業者のＤＸ化を推進

するとともに、急激な物価高騰の緩和策として、全世帯によしとみ生活応援商品券を配付させて

いただきました。 

 最後に、農水商連携事業として、特産品のテストマーケティングや町内事業者を広域的にＰＲ

することと同時に、町の魅力を発信するため、駅前や漁港、河川敷でのマルシェやナイトマルシ

ェ、商工会と連携した春まつりを開催してきました。河川敷のよしとみリバーサイド・フランピ

ングマルシェでは、過去最高の２,４５８人を記録し、町内外から多くの来場者が自然豊かな山

国川河川敷で行われるデイキャンプやドッグランの魅力を感じながら、町内飲食店のこだわりを

味わい、吉富町がますます好きになったとのお声もいただいております。 

 今後も、このように町長が常々指示される、吉富町で暮らす町民の御意見や、現場で働かれる

方の声に耳を傾け、頑張る人が報われ、その努力が笑顔に変わる仕組みづくりに注力してまいり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  （５）女性がいきいきと活躍する社会の実現について、お願いい

たします。 

○議長（是石 利彦君）  住民課長。 

○住民課長（石丸 順子君）  女性がいきいきと活躍する社会の実現につきましては、男女共同参

画基本計画に基づき、各種啓発活動等を行ってまいりましたが、新型コロナウイルスの影響で

３年ぶりの開催となりました本年の男女共同参画講演会には、テレビ、ラジオでおなじみの山本

カヨさんを講師にお招きし、著名で人気の高い講師の招聘により、これまで以上に多くの皆様に

御参加をいただきまして、男女共同参画と女性活躍の機運を高める取組を効果的に行うことがで

きました。 

 また、本年の町制施行８０周年記念式典では、本町の女性の社会参加をリードしてこられまし

た吉富レディースを、団体設立２５年で初めて功労表彰させていただきました。これにつきまし

ても、吉富レディースのメンバーの皆様をはじめまして、本町の女性の皆様には、しなやかに、

前向きな気持ちで、いきいきと、それぞれの分野や地域で御活躍いただき、加えて、より一層、

まちづくりにも携わっていただきたいと願っております。 

 そのほかでは、福祉の充実の答弁にもございましたが、女性に健康でいきいきとした人生を送

っていただくために、令和３年度から婦人がん検診の受診機会を拡充しております。そして、町
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職員の体制につきましても、現在、全職員８５名中４０名が女性であり、率にして４７.１％、

管理職に占める女性の割合も、町長が就任されて以降、毎年３０％を超えている状況でございま

して、役場、組織における女性の活躍の機会の創出を積極的に進められてきているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  古きよき伝統文化の継承について、お願いします。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（小原 弘光君）  （６）古きよき伝統文化の継承については、学校、文化財保護の各

団体と連携し、伝統文化を承継することに努めてまいりました。 

 小学校では、町の伝統文化の継承と郷土に愛着と誇りを持たせるため、６年生を対象に地域の

歴史と伝統文化を学ぶ授業を行っております。この授業では、本町と関わりの深い、本町を治め

ていた中津藩について学習し、ゲストティーチャーとして土屋神楽講や八幡古表神社宮司からの

講話を通して、伝統芸能や郷土史について学んでいます。 

 今年度実施した小笠原長次公墓前祭では、初めて中津市から市長、副市長、議長、教育長をは

じめとした行政関係者及び文化財保護団体を来賓としてお招きすることで、中津市と本町は今で

こそ県は違いますが、一つの地域としてこれまで深めてきた歴史的・文化的なつながりを再認識

することができ、今後もお互いに協力し合うことで、さらに住みやすい地域づくりを目指すこと

を確認することができました。 

 また、８０周年記念式典では、長年にわたり、歴史、文化の継承・啓発に尽力していただいて

いる吉富歴史文化の会、細男舞神相撲保存会、薬師如来保存会、番所踊り保存会、土屋神楽講、

吉富神楽講といった各種団体の表彰を行いました。これまでの活動に感謝をするとともに、各団

体の皆様、学校と町が協力しながら、伝統文化の継承・啓発を進めていきたいと考えます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  今まで６個の公約について聞きましたが、それ以外で、まだ追加

で申し出たいというのがあればお聞きしたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  これまで各担当課長から、それぞれの分野におきまして、

成果の報告を申し上げさせていただきましたが、そのほかにもたくさんの実績がございます。先

般、発行させていただきました８０周年記念誌の中にて、巻末のほうのページにおきまして、

４ページにわたりまして、るる実績を上げさせていただいております。時間の都合もありますが、
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その中で代表的なものだけ、早口にはなりますが御紹介させていただきたいと思います。 

 まず、目指せ脱炭素日本一を掲げ、民間企業と官民連携パートナー包括連携協定を結びまして、

公共施設や一般住宅に無償で太陽光発電システムを設置する取組をつくり、森林面積ゼロの本町

でも脱炭素日本一を推進する町を表明し、マスコミや雑誌、テレビ等で数多く取り上げられ、大

きな町のＰＲとなるとともに、ＳＤＧｓ実現へスタートダッシュが切れたというふうに考えてい

ます。 

 また、公共交通の充実の面につきましては、先ほど言いましたように、コミュニティーバスが

運行し、市民病院へ直接行けるようになったこと、また、令和３年度からは自宅から各関係施設

の入り口までタクシーで行けるデマンド型乗り合いタクシーこまわり君の運行、こういったこと

により、町民の方がどなたでも行きたいところへ行ける便利な町が実現をされているところでご

ざいます。 

 またさらに、令和元年１０月からは、高齢者買い物支援事業としまして、毎週、地区内の集会

所などへ移動販売車が向かい、生活物資をすぐ近くで買えるサービスも開始しております。現在

も、訪問地区の増加を準備しており、町民の皆様のかゆいところに、より手が届くまちづくりを

目指しているところでございます。 

 また、安心・安全の面では、県の補助や自動販売機の売上げを原資に、本年まで４年間にて通

学路や主要な交通交差点などへ延べ４０か所の防犯カメラが設置される予定でございます。子供

たちの安全確保はもとより、警察などからの確認要請も多く、犯罪の抑制や事件の早期解決に大

きく寄与しているところでございます。 

 また、令和４年１月からは、町内の司法書士３事務所によります司法書士無料相談窓口を役場

内にて毎月開催しており、毎回、定員いっぱいの方々がいろいろな相談に見えていただき、大変

好評を得ているところでございます。 

 また、移住・定住の面におきましては、国の交付金を活用し、地域協力隊３名の方に来庁いた

だき、情報発信や新規のＰＲ企画、空き家対策など、いろいろな方面で町民の方と触れ合いなが

ら活躍をいただいているところでございます。定住化につきましては、マイホームを取得する方

に対する３年間の補助金、新婚家庭へ毎月１万円の家賃補助の推進とともに、新たに働く若い世

代を応援する１０年間最大６５万円の奨学金返還制度の導入により、多くの若者に、この吉富町

に注目をいただいているところでございます。 

 さらに元気なまちづくりとしまして、コロナ禍の皆さんを元気づけ、笑顔になっていただける

よう、町内３か所から、がんばろう吉富応援花火大会の開催、山国川の河川敷にて町内の方にお

募りをしたこいのぼりを泳がせ、新たな映えスポットの創出、親子連れの方々に写真を撮ってい

ただき、たくさん楽しんでいただきました。 
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 また、近隣の市町に大きく遅れを取っておりました返礼品を伴うふるさと納税につきましても、

令和２年から開始をさせていただきました。これまで９,５００万円ほどの寄附をいただいてお

ります。徐々に、吉富町の知名度アップと歩調を合わせ、増額傾向にあります。直近の１１月に

おきましては、一月で１,０００万円ほどの寄附をいただけるまでに成長してきております。今

後も特産品の開発と合わせ、ＰＲを推進してまいります。 

 このように、ふるさと納税や定住化において、町の知名度をアップすることで大きな効果が生

まれるということが明確になっております。そこで、現在、情報発信の強化につきましても、い

ろいろ取り組んでおります。まずは、お気づきであろうかと思いますが、毎月の広報紙には最大

限の力を注いでおります。表紙をはじめ、紙面には町民の方を次々と登場させていただき、文章

の一言一句までこだわり、町民の方々へいろいろな情報を届けさせていただいております。ホー

ムページも同様でございます。また、新たに、インターネットが苦手な方に対しましても、テレ

ビのｄボタンを活用しての情報発信を開始しました。 

 対外的なＰＲとしましては、九州一ちいさいまちをキャッチコピーに、町長の人脈をフルに稼

動させていただき、若者に人気の女性グループＨＫＴ４８の運上弘菜さんを吉富町特命ＰＲ大使

に任命し、メディア等で大きく取り上げていただいており、関連グッズはふるさと納税でたくさ

んの寄附をいただいているところでございます。 

 また、先般、ＮＨＫの漫才、真打競演の公開録画や、１２月１７日に放送されますが、ＮＨＫ

福岡放送局による有名芸能人ロバート秋山さんプロデュースの本町の応援企画番組が新企画とし

て放映されるなど、近年、急激にテレビ放映への露出を増加させ、町の知名度アップ、そして若

者のシビックプライドの醸成、定住化のきっかけづくり、またふるさと納税のアップにも大きく

つながる成果ができているものと思っております。 

 こういったことにより、近年、近隣の市町と比較しまして、人口の減少率に大きな歯止めがか

かり、現在、吉富町は人口の推移が、ほぼ横ばいに近い状況へと、ぐっと持ち直しをしてきてい

るようなことでございます。 

 つい先日では、大手製薬会社の大塚製薬、こちらのほうと、今後、健康に関する協定等を結ぶ

準備を今進めており、各方面、日本全国的に吉富町をＰＲし、いろいろな企業、いろいろな方々

と連携を組んでいきたいというふうに考えております。 

 まだまだ申し上げたいことはたくさんございますが、時間が少なくなってまいりましたので、

すみません、ここでその他についての報告を終わらせていただきます。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  ありがとうございました。各項目に対しまして、次の質問等を考

えておりましたけれども、私に与えられた時間が限られていますので、次に行きたいと思ってい
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ます。 

 ②の反省点またはやり残したことはありますでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  町長。 

○町長（花畑  明君）  先ほどから、町長が、町長がということで、職員が変に気遣いをしてい

ただいていて、大変恐縮もしているところなのですけれども、反省点ということで、反省点は

日々反省ばかりなものですから、ここで上げることはございません。議員の皆様ももちろんです

が、職員や町の様々な役職に就かれておられるいろんな方々のお力添えで、この４年間、何とか

へろへろになりながらも歩いてくることができました。 

 この反省点を、さらにどういうふうに改善していくのかということの御質問だと思いますので、

今までのそんな困難な思いを力に変えて、次世代を担う子供たちや、今まで頑張ってこられた高

齢者の方々、そして責任世代の方々のこれから、笑顔の花が、そこかしこに少しずつでも咲き誇

るようなまちづくりに向かって頑張っていかねばいけないなというふうに、改めて考えて思って

おります。 

 旅人のマントを脱がすのは冷たい北風ではなく、太陽の温かな光だと思っております。今日は

母のことがありまして、この後、退室も許されているというふうにお聞きしております。皆様の

心からの御配慮に感謝を申し上げ、もう２期目の選挙に対しましても、中家議員、そういうこと

をおっしゃっていただけるものだと思っておりますが、全力で皆さんと一緒になって、ワンチー

ムで、オール吉富を目指して頑張ってまいりたい、そういうふうに考えておりますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 

○議員（３番 中家 章智君）  私もいろいろ質問を考えておりましたけれども、和才課長の最後

のところで、吉富の人口が減っていない、横ばいということで、それが今の行政の大きな最大の

効果だとも思っております。この路線を続けていただいて、前に一歩ずつでも進んでと思ってい

ます。 

 それでは最後の質問です。 

 次期町長選挙への意向についてお尋ねしたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  町長。 

○町長（花畑  明君）  先ほども申し上げたとおりなんでございます。皆さんのお力添えを得て、

御信用を得られるのであれば、粉骨砕身、全力を持って頑張ってまいりたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（是石 利彦君）  中家議員。 
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○議員（３番 中家 章智君）  そういうお考え方は違うと思いますけど、いろんな意見があって

も、少なくともここにおる皆さんは、同じ方向を向いていると思います。小さな町でありますか

ら、力を合わせて全力で進めば、必ず明るい未来が待っていると思います。 

 以上をもちまして、一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（是石 利彦君）  ここで町長は退席されます。町長の退席を許可いたします。 

○町長（花畑  明君）  皆さんの御配慮に心から感謝申し上げます。ありがとうございます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（是石 利彦君）  一般質問を続けます。矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  皆さん、再びおはようございます。 

 本日は、教育、そして、ユニバーサルデザイン、プレコンセプションケア、それにＳＤＧｓの

質問を行ってまいります。よろしくお願いいたします。 

 では、教育全般についての１問目、ＧＩＧＡスクール構想に加速度がついて、一人に一台のタ

ブレットパソコンと高速通信の整備が整ったことと存じます。次の段階として、例えば隣町の事

例ですが、最近初のオンライン授業が体育の科目で実施された。各小学校の体育館に設置した巨

大スクリーンを通して、タイ側はムエタイの動作を、町側はラジオ体操を、教え合ったとの話。

今年度以降は、こういった利活用に入っていくのだろうと推察いたします。 

 そこで、本町での具体例の提示とデジタル教科書の活用状況及び今後の見込みをお知らせいた

だきたい。御返答願います。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（小原 弘光君）  ＧＩＧＡスクール構想の一つの目的は、児童・生徒のデジタル機器

を扱う能力を高めることであり、授業においてパソコンを活用することが望まれております。小

学校では、平成２９年に９０台のタブレット端末を購入し、基本的なパソコン操作を習得するこ

とができるように、タブレットドリルによる反復学習を行ってきました。一人に一台のタブレッ

ト端末が整備された昨年度２学期以降は、授業でのペーパレス化を目指し、多くの授業では解答

をタブレット端末に書き込み、黒板の代わりに黒板に設置したスクリーンに児童の端末画面を投

影しながら授業を進めております。 

 具体的な活用例を御紹介しますと、児童が課題について調査し結論を導き出す調べ学習では、

インターネットから情報収集を行うようになっております。体育の授業では、自分の動きを動画

に撮って確認するなど、理解を深めるために動画や写真画像を活用したりしているところであり

ます。 

 また、タブレット端末を使い始めた頃は、操作を覚えるのに少し時間がかかる児童もいました

ので、その場合は、学習支援補助員がマンツーマンでサポートを行うようにしてきております。 



- 16 - 

 次に、デジタル教科書の活用について御紹介します。デジタル教科書の魅力は、教科書の挿入

図や写真が動画であることや、教科書の読み上げ機能があることであります。小学校では、算数

と英語科でデジタル教科書を導入し、例えば、図形やグラフなどの授業では動画を活用し、英語

の授業では正しい発音を理解するために、英文の読み上げ機能をフルに活用しております。 

 今後の見込みですが、さらに児童自らが自分に合ったタブレット端末の活用方法を習得するこ

とができるようにするため、来年１月から、全校児童がタブレット端末を自宅に持ち帰って学習

ができるように、現在、タブレット端末の設定変更を進めているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  分かりました。この分野はわりと遅延なきように進めていくこと

が大事なんだろうと感じております。その感じで進んでいっていただきたいと思います。 

 教育の２問目。先日、ある年配の女性の大分県の教職の方に、福岡県ではなり手不足とか聞き

ますがと尋ねたところ、「それは全国的にそうなんです。実際に仕事量が増しているし、若い人

は辞める人も少なくないし、病気、病む方もそうなんですよ」との話でした。また、社会では、

クラブ活動に捉われる時間の長さも世間の耳目を集め、一早く働き方改革を教職の現場にと報道

されたものの、整ったイメージも持てません。そのように激務と表してよい教師の方々には、し

かし期待も込めなければならないと感じております。というのが、町の未来は学校でつくられる

といっても過言ではないでしょう。先生方の努力でつくられます。 

 そこで、先生ありがとうと思い出や気持ちを表す日を、年に１日は設けて催しをしたりする施

策を推奨したく、例えば、ユネスコの定める教師に対する支援と理解を求めて祝う、世界教師

デーの１０月５日を一案として提案したいと存じます。これもユニバーサルデザインのまちづく

りの一つだと考えますがいかがでしょうか。そして、それを定めることによって、子供や保護者、

地域住民に教職者への理解を深めてもらうことで、学校の働き方改革や人材確保を進め、教職の

魅力や、やりがいを積極的に発信し、多様な人材を確保するなどの課題の解決に向けた、一助に

もなりはしないかと思っております。それでは御答弁願います。 

○議長（是石 利彦君）  教育長。 

○教育長（江﨑  藏君）  御質問は、ユネスコが定める１０月５日を世界教師デーといたしてお

りますけれども、私たちの吉富の小中学校でも、改めて先生方に感謝の気持ちを伝えてはどうか

という、心温まる投げかけと受け取らせていただき、教育者の一人として大変うれしく思います。 

 日夜、献身的に頑張っておられる先生方には、感謝の気持ちでいっぱいであります。町長から

も常々「先生という職業ほど大変な仕事はない」、感謝の気持ちをいただいております。このこ

とは町民の方々も保護者の方々も多くは同じであるというふうにあると思っております。 
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 登校を渋る子に対しては、あるときは迎えに行き、昼休みには一緒になって運動場で遊びなが

ら、気になる子の様子を観察し、遊びの中に引き込むなど息つく暇もございません。子どもたち

が帰ってからは、明日の授業の準備で遅くまで職員室に明かりがついています。みんな一人一人

の成長を願っての愛情であり、頑張りでございます。それなのに、保護者の中には理不尽なこと

を継続して言う方もおられるところであります。 

 今日ほしいのは、みんなで先生を応援する姿勢であると考えております。しかし、近年、社会

全体で礼儀が薄れていく感もあり、教員の社会的評価も低下していることから、先生方が担って

いる職責を理解いただき、感謝の気持ちを表すきっかけになればと私も思います。今も卒業の日

には、保護者の代表の方が先生方に花をお配りされている姿を見ることがございますが、加えて、

教師の日、先生ありがとうの日なるものを設定して、感謝の気持ちを表す機運を高めていきたい

というふうに思っておるところでございます。 

 今、私の頭の中には、子供たち一人一人から担任の先生方に、花言葉、感謝、白いかすみ草を

１本ずつ渡したり、保護者の方々がメッセージを寄せたりされるなど、先生方が一日でも喜ぶ姿

を思い浮かべているところでございます。 

 今後、ただいまいただいた趣旨を大切に、ＰＴＡや学校運営協議会等に投げかけをさせていた

だきまして、進めてまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  ユネスコ国際連合教育科学文化機関では、お隣の市で風流踊が歴

史文化遺産に登録だとか、認定されただとか聞きます。お祝い申し上げたいと思います。 

 また、卒業式にまつわる話なんですが、戦後６０年と語っていたので２００５年頃と思います。

当時の中家町長との話の中で、「近年、仰げば尊しの歌を教師に対して恩着せがましいだとかで、

歌うのをやめている学校があるのだけれども、私は歌ってもらうんだ」と、述べていた記憶がご

ざいます。幸い町では、その後も歌われているとのことだそうです。その中家一町長の教師に感

謝の念を示すという大切にしていた御意思をつなげていきたいとの思いもあったもので、教育長

の答弁を受け安堵もしております。 

 それでは、次の２問目を、「ひとにやさしいまちづくり」の意識を持つことについて。 

 同様の質問を２００３年度だったと思いますが行いました。当時の若山清敏総務課長から答弁

を頂きました。そのときの執行部職員は、今や皆が入れ替わってしまいました。そこで再びお聞

きしたいと思います。 

 私のまちづくりにおける当初の理念で提唱もしてまいりました、「ひとにやさしいユニバーサ

ルデザインのまちづくり」を念頭において、施策に反映していく意識が大切ではないかと今でも



- 18 - 

考えているのですが、どう思われますでしょうか。お願いいたします。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  議員おっしゃいますユニバーサルデザインとは、すべて

の人々が利用しやすい製品やサービス、空間のデザイン、このことと同時に誰もが安心してとも

に暮らせるまちづくりを指し示す言葉として現在使用されておるところでございます。吉富町で

も、議員がおっしゃるとおり、「すべてのひとにやさしいまちづくり」につきましては、私ども

はもちろんですが、町長も必要なことと考えており、あらゆる施策にその考えを取り入れながら、

事業を進めているところです。 

 近年で例えますと、ハード面では、現在、山国川河川敷かわまちづくり事業が進行中でありま

すが、その中でも、これまで車いすの方や足の悪い方が河川敷に下りることができませんでした。

そういった方々にも河川敷を安心して御利用いただけるよう、緩やかなスロープを整備をしたり、

階段の一段一段の踏みしろを、高さを低くしたり、また、舗装で地面を歩きやすく整備したりと、

ユニバーサルデザインに十分配慮をした整備を進めているところでございます。ほかのハード整

備につきましても同様な考えを基に進めているところでございます。 

 また、ソフト面では、現在いろいろな多様性を持った方々が生活しております。その中で、子

供たちへ多様性教室の取組を進めておりまして、主に中学生に対しましてＬＧＢＴや多様な働き

方などについて講師をお招きして授業を実施したり、共生社会の実現に向けて少しずつではあり

ますが、着実に一歩を進めているところでございます。 

 このように、矢岡議員が提唱されておりますユニバーサルデザインにつきましては、ハードと

ソフトの両面におきまして、これまでも、これからもという気持ちで、本町の施策に反映をさせ、

「すべてのひとにやさしいまちづくり」を引き続き進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  思いは同じとは想像しておりましたが、言葉で聞けると安心いた

します。皆さん、やわらかい頭の方々と察しておりますのでともに整えてまいりましょう。 

 ３問目のプレコンセプションケアについて。６月以来の再びお尋ねいたします。 

 前回には、具体的提案に絞り込みすぎて不妊治療のほうでといなされた反省から、この度は大

筋の話にとどめます。 

 最近、世界人口が８０億を超えたと、３０年ほど前に５０億人だったわけで、これはこれで課

題なんでしょうと思います。増加の著しい国では、リプロダクティブ・ライツといって、女性や

カップルの主体的妊娠計画を促す取組だとかの普及を図っているとの話、翻って日本では、最初

に少子化という言葉が出たとされる１９９２年から３０年がたち、その子供たちが親になり始め、
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まさに少子化に勢いがついて、今年は８０万人を切るかもしれません。生まれる方たちの数のこ

とですけどね。その３０年前から国のほうで、今日私が提唱しているプレコンプセクションケア

を取り入れていれば、ここまでならなかったのではと思う次第です。前回、質問したＡＭＨ、抗

ミュラー管ホルモン検査は、福岡市で取り組む学生への意識づけと二本立てで行っている事例の

一つを紹介したわけですが、そのコンセプトをまず理解していただくことが大事だと今回は考え

ました。 

 そこで、妊娠の計画の有無にかかわらず、早い時期からの妊娠、出産の知識を持ち、自分の体

と健康への意識を高めるプレコンセプションケアを推進する必要性は高いと考えているし、少子

化対応や「ひとにやさしいまちづくり」としても大切な施策だと考えていますが、どのように思

われるでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（是石 利彦君）  あいあいセンター所長。 

○吉富あいあいセンター所長（友田 哲也君）  議員がおっしゃるとおり、自分の体と健康への意

識を高めていただくために、プレコンセプションケアを推進する必要性は私も高いと考えます。 

 しかしながら、この言葉を御存じの方がどれだけいらっしゃるでしょうか。まずは、プレコン

セプションケアの施策として、何かを実施するという前に、プレコンセプションケアというこの

言葉と、その意味を広く町民の皆様へ周知することで、自分の体と健康への意識を高めていただ

くことが大切だと考えます。また、意識が高まりますと疑問や要望が生じてまいります。そうい

う疑問や要望につきましては、あいあいセンターには、専門職であります保健師や助産師、管理

栄養士がいますので、お気軽に御相談いただき、また町民に必要な施策を検討していきたいと思

います。 

 議員には、今回も気づきをいただきまして、感謝申し上げる次第です。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  ６月の私の細かく言い過ぎた反省から、原点に立ち返って、そう

ですね、やっぱ段階を経ていくことが大切だなと私も教えられました。 

 では、４問目の２０１５年に始まったＳＤＧｓの目標、２０３０年まで折り返しの時期を迎え

ています。 

 最近の新聞記事で、苅田町が全町挙げて推進している、ＳＤＧｓ持続可能な開発目標という文

言が書かれておりました。行政や産業界、地域の代表らが参加し、ＳＤＧｓを通じた理想の地域

の実現をテーマに意見を交換したというものでした。その中で、町の人口に占める外国人比率が

高いというのは、なるほどと思ったし、それで人口増加につながっているのは以前の記事でも読

みました。ほかに、教育長はジェンダー平等の観点から、町立中の生徒と保護者などを対象に実
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施したアンケート結果を基に、２０２３年４月から新たな制服を導入する事例などを紹介したと

ありました。 

 つまり行政としては、吉富町は先んじていても決して遅れてはいない、給食残渣を残さないこ

とをしかり、サスティナブル・ファッションショーしかりでしょう。あと産業界や地域の方の意

識が上がれば、全町を挙げてと言われるようになるのかもしれません。 

 電通の資料で認知度を測るデータがありました。ＳＤＧｓの名前は聞いたことがある人の割合

が、令和元年頃に１５％ぐらいだったのが、本年９０％ちかくに上っています。内容まで含めて

知っている人の割合も３５％ぐらいになっている、結構認知されてきたんだといえるでしょう。

ここまでくると、逆に進まないわけにはいかないところまできたんではないでしょうか。 

 ＳＤＧｓでは、持続可能な社会での開発の実現に向かって、様々と項目が用意されています。

私が３年前にこの議場で持続可能なという言葉を聞いたことがないと憂いて質問してから、後に

町では今や先んじて取り組んでいるように感じています。この折り返しの地点を迎えて今後も持

続していく意気込みをお聞きしたいと存じます。答弁願います。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  今、矢岡議員がいろいろ御紹介いただきましたように、

現在町では、いろいろな方面のＳＤＧｓに力を入れ、様々な取組を行っております。 

 主なものといたしましては、オリンピックの砂を東京から取り寄せ、小中学校や保育所の砂場

へ配置をし、子どもたちに肌で感じていただいたり、近隣の市町へお配りしたり、そういったこ

ととともに、脱炭素日本一を推進する町を掲げて、民間企業とのパートナーシップにより、全国

の自治体では初めてとなる、初期費用ゼロ円で太陽光パネルを設置できる環境整備や、ＳＤＧｓ

教育を小中学校の子供たちに取り組んでもらうための先生や職員に向けた脱炭素に関する研修会

なども行っております。さらに本年１月には、ゼロカーボンシティを宣言し、町民の皆さんとエ

コにつながる活動を助成をする、エコまちプロジェクト制度も開始したところであります。助成

制度を導入しました、この１２月に入りまして、町民の皆様からエコ家電等への買い替え申請が、

現在住民課で殺到しているって言っても過言ではないような状況で、申請がたくさん上がってき

ている状態でございます。 

 ＳＤＧｓには、全体で１７のゴールがございますが、どれを取りましても一人一人の取組が非

常に重要なものになってくるものばかりでございます。また、このＳＤＧｓに取り組むことは、

自分たちの子供や孫たちに、よりよい世界を残すことにつながってまいるものと考えております。 

 これからこれらの取組を推進することは、行政の使命であると考えておりますし、また、町が

率先をしてＳＤＧｓにつながる事業を取り組むことで、この町に暮らす皆様が安心して生き生き

と暮らしていただける、誇らしいふるさとを実感していただけることにつながるものだと考えて
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おります。 

 昨夜、ネットのほうをいろいろ見ておりましたら、ＺＯＺＯＴＯＷＮ等で有名な前澤友作さん、

こちらが全国の市町村に向けて、再生エネルギーに取り組む町に５億円のふるさと納税をすると

いう情報が、ネットの中で飛び込んでまいりました。昨夜からさっそく何とかこれを吉富町の手

を挙げて取り組んでみようじゃないかということで、さっそくそういった話に飛びついて検討を

はじめているところでございます。このようにいろんな形でアンテナを広げながらＳＤＧｓの取

組に全力で努めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  個人でできる１０の行動というものの１つに、声を上げるという

項目があります。Ｆｒｉｄａｙｓ Ｆｏｒ Ｆｕｔｕｒｅ Ｊａｐａｎの高校生も言っていまし

た。「自分たちがものを申す前に、自分が完璧にできるかを自問するときもあるんです。だけど、

大人が教えてくれた」と、「完璧な人間などいないし、やはり声を上げることが大事なんだ」と

いうことを申しておりました。町も個々人も声を上げることで、高みに届いていくのであろうと

感じております。そのようになれば理想かなとも思っております。 

 以上で、本日の私の一般質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（是石 利彦君）  暫時休憩をいたします。再開は１１時３０分といたします。 

午前11時20分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時30分再開 

○議長（是石 利彦君）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  ８番、岸本です。今回は３点の問題について質問を行います。 

 まず、１点目、救急救命にとってのＡＥＤの意義と、その活用についてお尋ねいたします。 

 ＡＥＤ、これは自動体外式除細動器と言うんだそうですけれども、ＡＥＤは心停止の際に自動

的に心電図の解析を行い、心室細動を検出した際には除細動を行う医療機器とされています。つ

まり心臓がけいれんし血液を流すポンプ機能を失った状態になった心臓に対して電気ショックを

与えて正常なリズムに戻すものです。救急救命活動に大きな役割を果たすと言われていますが、

まずこのＡＥＤの意義についての認識についてお尋ねしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（是石 利彦君）  危機管理室長。 

○危機管理室長（梅林 正典君）  お答えいたします。 
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 日本では年間に約１０万人の方が突然死で亡くなっており、そのうち約７万人の方が心臓を原

因とする突然死で亡くなっていると言われております。突然死の原因となるのは、心筋梗塞、心

筋症、狭心症などの心臓病が中心ですが、心臓病以外にも、くも膜下出血や急性大動脈解離など

の病態、それから予期せぬ事故も突然死の原因になります。 

 また、心臓突然死の原因となる病態は様々ありますが、直接的な要因となるのは、先ほど言わ

れました心室細動が一番多いと言われております。心室細動は、血液を心臓から送り出す心室が

けいれんをして、血液を送り出すことができなくなる不整脈の一種ですが、この心室細動に陥り

ますと血圧が急速に低下し脳や肺などに血液が送られなくなってしまうため、一般的には３秒で

目まい、５秒で意識不明、約１０秒で呼吸停止となってしまいます。 

 救命率については、時間が１分経過するごとに１０％救命率が下がるとも言われております。

まさに１分１秒を争う重大な局面であり、さらに恐ろしいことは、多くの場合、心室細動がいつ、

どこで起こるか予測することができないという点でございます。 

 一般的に１１９番通報を受けてから救急隊が現場に到着するまでの時間は、全国平均８分から

９分かかると言われております。本町の場合、担当する上毛町の消防東部分署からであれば、場

所や交通事情にもよりますが五、六分程度で到着すると聞いております。それからの救命措置と

なりますと救命率はかなり厳しいものとなってしまいます。 

 また、病院に運ばれてから高度な治療をしても救命率はほとんど変わらないとも言われており

ます。治療技術というよりも現場での救命活動の時間の方がはるかに大切ということが実証され

ております。 

 そのようなことを考えますと、心停止の現場に居合わせた一般の方が１１９番通報するだけで

なく、迅速な心肺蘇生とＡＥＤを使用した除細動までを行えば、救命効果は２倍以上になるとも

言われておりますので、大切な尊い命を守るためのＡＥＤの必要性、設置の意義、普及の大切さ

については十分に認識しております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  安心・安全のまちづくりを考える際にこのＡＥＤを最大限活用で

きる条件をつくっておくということは非常に重要なことだと思います。 

 町内にこういったものを満遍なく設置するという点では、いろいろあると思うんですけれども、

私が考えたのは自治会に１つあればいいかなと思いました。確かに自治会の公民館というところ

は鍵がかかるのですぐに活用できるというふうにはならないかもしれませんが、公民館はよく人

が集まる場所です。だから人が集まるときに何かあったときにそこにあるということはとてもい

いことではないかなと思いました。 
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 ２つほど提案したいんですけれども、１つは、公民館といったような半分公的な場所にＡＥＤ

を設置するというときに補助はできないかということですね。それと、もう１つは、２４時間空

いているところというのは限られていると思うんですけど、私が思ったのはちょうどコンビニが

２か所あって、いわゆる２つとも町の主要な交差点のそばにあります。そこに町が負担をして置

かせてもらうということも意義のあることではないかなと思ったんですけれども、こういうこと

についてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  危機管理室長。 

○危機管理室長（梅林 正典君）  お答えいたします。 

 まず、本町のＡＥＤの設置状況に関しまして、公共施設については、役場、フォーユー会館、

あいあいセンターのほか、体育館、武道館などの体育施設、それから小・中学校など全部で

１０か所に設置をしております。 

 民間の医療機関や高齢者福祉施設などについては、こちらで把握している範囲では１３か所に

設置をしております。これはあくまでも医療、福祉施設での調査となりますので店舗等は除いた

数字になります。 

 同様の調査を数年前に実施した際は８か所という実績でしたので、この数年の間にもかなり設

置施設は増加している状況にあります。特に福祉施設などにおいてはＡＥＤの必要性は十分に認

識されてきているものだと考えております。 

 しかしながら、先ほど議員言われましたように住民の皆さんが日常的に多く集まる施設、例え

ばコンビニエンスストアなどにつきましては、設置していないという結果でございました。

２４時間営業で町内にも２か所、寄りつきのよい場所にございますので、こういった施設に設置

ができれば住民の皆さんにとって身近に感じることもできますし、より安心感も出てくるもので

はないかと思います。まずは、そのような施設から設置の働きかけを行っていければと考えてい

るところです。 

 また、自治会等の設置への補助についてですが、例えば公民館や寺院などに設置をした場合の

町からの補助ということだと思います。町としましては、大半の時間が無人となるような施設、

それから普段、施錠しているような施設だと実際に使用するような事態が発生しても特定の方し

か使用できないおそれがございますし、使用するにしても鍵の管理の問題などいろいろと難しい

面も多いのではないかと思います。 

 また、屋外であれば盗難などのおそれがありますし、維持管理上の問題もありますので、そう

いった場所への設置は今のところ町としましては想定しておらず、現状では自治会設置への補助

は考えていないところでございます。 

 ＡＥＤが多くの施設にあれば、当然、それにこしたことはありませんが、まず重要なことは維
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持管理も含め住民の皆さんが常時使用できる状態にしておくことであって、特に不特定多数の方

が利用する施設、それから心停止の発生リスクが高い施設に効果的に設置することが重要であろ

うかと思いますので、そのことも踏まえた上で設置を促進していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  今の話ですと、コンビニに対してはコンビニの負担で設置を促す

ということだと思います。ほかのことについては、特別、補助については考えていないというこ

とだと思うんですね。自治会の公民館というのは、例えば総会とかあるときに集まりますし、祭

りのときも集まります。それから自治会独自でそこで体操教室をしたりとか、いろんな催しとか

されていると思うんですね、全額とは言いません、自治会がそれを購入するとなれば、そのうち

の幾分かを補助する、そのことで自治会は独自にそれを導入しようか、設置しようかという気持

ちになるかと思うんですね、全くないよりはあったほうが救急救命には有効だと思います。 

 購入するとなると、いろんな値段があったんですけれども、二十数万円かかるかなと思うんで

すけれども、リースだと５,０００円前後であります。その半分だけでも補助をするとか、そう

いう部分的な補助とかというものをすることで促進するということはいいことだと思うんですけ

れども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  危機管理室長。 

○危機管理室長（梅林 正典君）  お答えいたします。 

 例えば心停止の現場に居合わせた場合、まずは１１９番することが、当然、先決になります。

その後の措置としてＡＥＤを使用したくても近くにない、または場所が分からないといったケー

スが多々あると思います。ＡＥＤ探しに行く、取りに行くというリスクを負うよりも救急車が到

達するまでの間、知識があれば胸骨圧迫、心臓マッサージ、それから人工呼吸を施すことが重要

になります。 

 また、そういった知識がなければ救急車が到達するまでの間、協力できる方を探したり救急車

がスムーズに現場に入ってこられるように周囲の安全確保、それから誘導を行ったりすることも

人命救助には大切なことであって、こちらのほうが実際に現場に居合わせていろいろと混乱する

中で現実的ではなかろうかと思います。 

 先ほど言われましたようにお祭りやいろいろな会合の機会などで公民館を利用するというお話

でござましたが、普段、施錠しているというところがございますし、鍵の場所が分かっていたと

しても、鍵を取りに行って施設を開錠し、ＡＥＤを持って現場に戻り、それから救助活動を行う

ということは、それだけでも結構な時間が経過してしまうものと思います。 

 理想を言えば複数人で対応し、それぞれ１１９番通報する人、心臓マッサージをする人、ＡＥ
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Ｄを取りに行く人など役割分担ができればそれが理想で、速やかに行うことが当然理想なことで

ございますが、それはなかなか現実では難しいものと思います。 

 自治会が積極的に設置することは非常によいことだと思いますが、現状としましては、先ほど

申した不特定多数の方が利用する施設、心停止の発生リスクが高い施設に効果的にまず設置して

いくことのほうが救命救急を現実的に考えた場合、重要性が高いものと思いますので、先ほど答

弁いたしましたように現状ではそういったことで町から補助するということは今のところは考え

ていないところでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  救急救命の講習を受けるときに、そういった方を発見したときに、

その人はどうするかというと、まず呼吸しているかとかいろいろと確認した上で、あなたは

１１９番に通報してください、あなたはＡＥＤを持ってきてくださいと、そういうふうに指導を

受けるんですよね、確かに１人だとどうしようもないんですけども、複数いたときにはそれがで

きます。では、次の質問でもあるんですけど、そのときにＡＥＤがどこにあるか分からなかった

り、近くになかったり、でも近くにあってそれが使えたら、やっぱり助かる命は助かりますよね、

もうこの件については答弁はいりませんけれども、やはりできる限りそんなに高額でなければ自

治会にも負担していただいて補助をする、補助をすることで自治会も買っておこうかと、それで

何か集会をしていたときにおかしくなった方がいらっしゃったときに活用できる、それはとても

いいことではないかなと思うんですね、もう同じ答弁だと思うのでいいんですけれども、ぜひこ

れは考えてもらいたいなと思います。 

 ３番目のマップですが、町内のどこにＡＥＤがあるのかというのを知っておくことはとても大

事だと思います。先般、同僚議員の事故のときも近くのお寺に誰かが走って行ったと、でもなか

ったと、そういうこともあります。それがどこにあるかというのが分かっていればそこに直接行

けますよね、結構、スーパーとかにも置いているところもあって、毎日の生活の中でここにある

んだなとは思ったりもするんですけど、マップを作っていただいて、年に１回でもそれを各家庭

に知らせていただけると、あそこはあるんだということが分かっていいんじゃないかなと思うん

ですよね。 

 町内事業所とか町が把握していらっしゃらないところに対しては協力を求めて、こちらありま

すよということを申し上げていただく、それから次に案内板というのは、子ども１１０番という

のが昔ありましたよね、いつでもおいでというような、ああいうものを私は想定していたんです

けど、考えてみるとＡＥＤがあるところはＡＥＤ設置場所というのがついているから、許可を頂

いて、これがあるところにはいつでもいいですよと、置いていますということをマップの中に書
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いていただければいけるのじゃないかなと思います。マップの作成、そういったことの周知とい

うのはとても大事だと思うんですけれど、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  危機管理室長。 

○危機管理室長（梅林 正典君）  ＡＥＤの設置場所を示したマップにつきましては、平成２７年

１１月に当時の健康福祉課が作成しました吉富町医療介護資源マップの中に町内医療機関などと

併せてＡＥＤのマップを掲載し、全世帯に配付しております。 

 また、マップとは別に平成２８年６月には、町の公共施設のＡＥＤを既存の新しい機器に更新

した際に広報よしとみ及び町のホームページでも設置場所をお知らせしております。 

 ＡＥＤの案内板につきましては、例えば施設の出入口などにステッカーを貼るなど何らかの形

で掲示をしておけば、誰が利用しても一目で分かりますし、一般に周知するにはとてもよい方法

だと思います。特に事業所や個人においては、設置はしていても外部に周知していないケースな

ど町が把握していない設置場所もあるのではないかと思いますので、案内板の掲示というのは効

果的な周知方法になろうかと思います。 

 町といたしましても、今後の周知方法としまして、前回の周知から日数が経過していることも

ありますので、ＡＥＤの重要性や意義のほかステッカーなどの案内板の掲示促進、それから使用

方法などの周知も含めまして広報紙やホームページなどでお知らせしていきたいと思っておりま

す。 

 また、マップに関しましてはＡＥＤの内容が医療や福祉的要素が強い部分でもありますので、

ＡＥＤだけのマップというよりも町内の医療機関や介護施設なども網羅した内容の方がより住民

の皆さんにとって便利なものになり、御家庭でも普段から目に届く所に保管するなどお手元にも

残るのではないかと思いますので、そういったパンフレット、マップを更新する機会があれば最

新の設置状況などを、再度、調査確認しまして、改めて作成し全世帯に配付ができればと思って

おります。 

 そのほかにも心肺蘇生法の講習会としまして、広く一般の方を対象に心臓マッサージや人工呼

吸の正しいやり方、それからＡＥＤの使用方法などの講習会も、今後、計画していければと考え

ております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  そうすると、前のマップの地図から大分経っていて、その間にも

ＡＥＤを設置している場所が増えているということだと思うんですけど、その新しいものを作る

時期というのは想定しておられるでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  危機管理室長。 
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○危機管理室長（梅林 正典君）  具体的な設置の時期というところはまだ確定はしておりません

が、既存の公共施設のＡＥＤ１０台が令和６年６月に耐用年数を迎えることになります。このと

きに先ほど言われましたリースなどの検討も含めて見直すことにもなりますし、設置場所につい

ても改めてゼロベースで考えていくことになろうかと思いますので、そういった機会に先ほど言

われたマップ等についても検討していければと考えております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  令和６年というと再来年になりますね。できれば何らかの方法で、

人は毎日行っているので、知らせてＡＥＤが活用できるような状況をつくっていただきたいなと

思っております。 

 では、次の質問に移ります。 

 次は高齢者対策です。 

 これからのまちづくり、町の発展を考えるとき、子育て支援が重要なポイントになることは言

うまでもありません。私は同時に年を取ってからもこの町は過ごしやすいというふうに皆さんが

実感できることが必要だと思います。年を取ってからのことも考えて、この町はいいなというふ

うに思ったときに、では吉富町に家を建てようかというふうになるんじゃないかなと思います。

そういう観点から高齢者施策についてお尋ねいたします。 

 まず、最初にネットの問題ですね、近年、社会全体のデジタル化が進みスマートフォンの出現

によってこれまでと全く違った世界が広がりつつあるように感じています。そうした中で便利で

過ごしやすい様々な可能性が広がったと歓迎される一方で、ついていけないとか、どうしていい

か分からないといった戸惑いの声も多く聞かれています。 

 最近、もうネットでこれは申込んでくださいというものに遭遇しました。ではネット環境がな

い方はどうしたらいいんですかと言うと、どなたかに頼んでくださいという感じなんですね、そ

ういうものもあります。 

 まずネット環境がない人がいますね、それからスマホを持っていても十分に活用できていない

という方、いわゆるこれはネット難民とでも言うのではないかなと思うんですけれども、こうい

った人たちの存在を見過ごしてはいけないのではないかなと思います。やっぱり多くが高齢者で

す。こういう人たちがいるということについてはどのように認識されているでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  それではお答えします。 

 急速に進む高齢化と社会のデジタル化に伴いデジタルの恩恵を受けられる層と受けられない層

の情報格差が課題とされ、インターネット等の利用や可能性に関する国内の地域格差、年齢や性
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別、就労先等の社会条件の違いによるＩＣＴ利用格差が大きく影響しているところです。 

 当然、年齢の違いによる情報格差は今回の御質問のように超高齢化社会を背景に特に問題視さ

れていることは承知しています。町では、生涯学習講座において６０歳以上のシニア世代の方を

対象に、携帯会社社員を講師にスマートフォンの基本的な操作方法など講習会形式のスマホ講座

を実施しています。 

 オンラインでの画像通話やソーシャルメディアなどを使用し、友人や家族とつながることで社

会関係が補われ孤独感を和らげる部分でも役立つものと考えております。 

 一方、デジタル格差の問題解決に向けて、興味がない、必要性を感じていない状態の高齢者に

対し、デジタル活用の利便性を知ってもらい関心を持ってもらえるよう、従来の教室形式に加え

スマートフォン等を活用してレシピや調理法を学ぶ料理教室であったり、スマートフォンの歩数

計の機能と連動したような健康増進教室など、高齢者の日常生活に身近な取組による利活用や利

便性の周知が有効とされているようです。 

 国は、情報通信機器の活用は地方の社会課題を解決するための鍵であり、新しい価値を創出す

る源泉としてデジタル田園都市国家構想を掲げ、官民双方で地方におけるデジタル化を積極的に

推進しています。 

 情報通信技術を活用した地方の社会課題の解決にはマイナンバーカードの普及促進、利活用の

拡大が求められ、マイナンバーカードが持つ本人確認、認証機能を活用していくため、健康保険

証としての利用や公金受取口座の登録、運転免許証や在留カードとの一体化など、用途の充実や

利活用を強化する取組が本格化しています。 

 町としても様々なお知らせを的確にお届けする仕組みの構築であったり、図書館や町の施設の

利用など、日常生活の様々な局面での活用には町のデジタル化の方向性や効果的な利活用のため

の整備計画が早急な対応として求められているところです。 

 デジタル格差のもう１つの問題として、低所得世帯や経済的に困難を抱える層は特に情報格差

に陥りがちと言われております。 

 高齢者を対象としたマイナンバーカード対応スマートフォンの購入の一部助成の自治体事例が

ございます。対象者に対して上限額を設定した購入助成を行い、高齢者のスマートフォン利用を

促進しているような先行事例でございます。 

 国のデジタル活用支援推進事業を活用した助言、相談を行う相談会の開催やマイナンバーカー

ドを活用した電子申請などのデジタル行政サービスの普及、世代間で情報格差が生じない、特に

高齢者が取り残されないよう高齢者を対象に近隣の協力店舗によるスマホ教室を提供するなど、

高齢者等へのマイナンバーカード対応スマートフォン購入助成については検討が必要であると考

えております。 
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 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  何かちょっと混乱しているんですけど、私がお願いしたいのは、

まずちょっとしたことですね、スマートフォンを持っていて、あれ、この操作が分からないとか、

どうやって申し込んだらいいか分からないとかというようなときに、ちょっと役場に行って教え

てもらったりとか、相談ですね、教えてと言ったら、こうですよと教えてくれる、そういったち

ょっとした相談と、あと自分が一定の活用できるような力をつける、先ほど教室とおっしゃった

んですけども、知らない方も多いと思うし、それから、なかなか時間帯に行けない方も多いと思

うので、もっと頻繁にというか適切な回数でいいと思うんですけれども、そういった力をつける

ためのことについて行政が支援してくれたらいいかなと思っているんですね、そういうことなん

です。 

 例えばこれは買物支援にもつながると思うんですね、例えば本が欲しいと思ったときに、今だ

ったらゆめタウンの書店まで行かないといけないというときもネットで本が注文できたりします

よね、ほかの物も、それは地域経済の発展と逆行するかなと思ったんですけど、地域の中のお店

の中でも注文があったら配達しますよと、そういったところも増えていますので、その買物支援

にもつながるのでとてもいいかなと思いました。 

 それで、そういう一定の講習会、そして役場まで行ったら聞いていいですよというような窓口、

そのことについてお尋ねします。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  私の先ほどの答弁が大分割愛した答弁になったので、そこはち

ょっと一旦、追加で申し上げます。 

 デジタル活用推進事業として２０２０年に総務省が高齢者のデジタル格差問題の解決に向けて

携帯ショップや自治体公民館などでマイナポータルやｅ─Ｔａｘの使い方などオンラインのサー

ビスを利用した説明会などを開催する事業に対して補助金を交付して、その運用をサポートする

というところがございます。 

 当然に、町は独自に先ほど生涯学習講座の中で持っている方に対する学習機会というものはや

っているんですけど、持っていない方に対してもそういった学習の機会というのは必要だと思わ

れます。その学習の機会というのが総務省等が提案している携帯ショップの派遣であったり、使

い方の説明であったりというところが執り行われている自治体もございますし、それぞれの携帯

ショップではそういった使い方の指導と言いますか教室も開催しているというのを聞いています。 

 町もそういった部分での使い方説明会というのを充実させながら、先ほど少し触れましたが先

行自治体の事例にあるように福祉分野とかまちづくり分野とか、そういったところでのデジタル



- 30 - 

化というのは、もうそこは避けて通れない部分であると思いますので、そういった普段から持っ

ていても分からない方に対する対処方法であったりとか、そもそも持っていない方への初めての

取得に対する支援と言いますか、そういったところも考えていかなければならない時代なんだろ

うなというところで考えています。 

 ただ、使い方についてはそういった携帯ショップの方に出向いていただいて丁寧に説明したほ

うがより分かりやすいのではないだろうかという感じもしますので、そういった総務省が提案し

ているようなデジタル活用支援推進事業の一環でのそういった携帯ショップの派遣であったりと

かいうところを積極的に活用するような必要性もあるんだろうなと考えています。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  よろしくお願いします。時間があまりないので、担当課長には伝

えておりますけれども、次の②と③は一緒にさせていただきます。 

 高齢者対策の②番目なんですけれども、今、高齢者が置かれている状況は、年金は下がり続け

医療費は上がる、その上、異常な物価高騰が襲いかかり、とりわけ高齢者だけの世帯や１人暮ら

しの高齢者は貧困化の坂道を転げ落ちるような状況にあると言えます。ですから、多少の収入の

高低はあっても高齢者全体がこの先どうなるだろうという焦りに駆られているのではないかと推

察されます。 

 私たち、共産党吉富支部で独自に町民の皆さんにアンケート調査をしたんですけれども、その

中の声でこういうのがありました。町は高齢者のことを忘れていませんか。高齢者全員に目に見

える支援を一つでもいいので考えてくださいというのがありました。吉富町で高齢者に対する施

策はたくさんやっていただいているというのは十分承知しております。ただ、住民の皆さんはや

っぱり生活の苦しさもあるだろうから、そういったような声が聞こえております。 

 とりわけ年金収入だけの高齢者、生活保護受給者に陥っている高齢者は支給額を減らされてお

りますので、そのたびに苦しさが増大していると思われます。こうした状況の中で今年１０月、

後期高齢者の１人暮らしなら年収２００万円から現役並みの所得の中間層の高齢者世帯の医療費

負担が１割から２割に２倍化されました。 

 こうした中で、私は高齢者全体に対する生活の危機を少しでも支えるような支援制度というか

支給制度を創設するべきであるかなと思っています。例えば、先ほどのアンケートの中にあった

高齢者全体に支援してくれるようなものをというのがあるんですけど、今、吉富町では確か

８０歳以上の方に、毎年、敬老祝い金が５,０００円支給されていると思うんですけれども、こ

れを少しでも上積みして、そして７５歳以上に支給できるようにできないかというふうに思って

いるんですけれども、こういう考えについてはどんなふうにお考えでしょうかということ。 
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 それと、もう１つ、医療費の問題で言えば、後期高齢者で、今回、医療費が２倍化する方が町

内に１７８名おられると聞いております。この方たちは物価が上がっている中でさらに医療費が

上がるので特別の困難に陥ります。 

 国が、今、批判をかわすように５,０００円から１万円に上る方を例にして、この上がり幅が

３,０００円を超えないように２０２５年度まで上限を設定しております。しかし、この方たち

も今までと同じような治療を継続すれば５,０００円の支払いだった方は８,０００円に上ります。

４,０００円だった方は７,０００円に上ります。３,０００円だった方は６,０００円、

２,０００円だった方は４,０００円、つまり今まで３,０００円以下だった方については何も支

援もない状態が生まれているわけです。３,０００円以下を払っていた方はまさしく２倍化とな

ります。 

 今回の国の３,０００円の負担増で抑える支援というのは、こういったことを考えると極めて

不十分です。こうした中で、町として何からの支援をすべきだと思うんですけれどもいかがでし

ょうか。２点についてお願いします。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  それでは、②番目の高齢者への支援についてです。 

 令和４年度以降、団塊の世代が７５歳以上となり医療費の増大が見込まれています。７５歳以

上の医療費の財源というのは総額で１８.４兆円が必要と言われております。そのうち１.５兆円

程度が加入する被保険者の負担分、残り１７兆円弱が公費や現役世代からの療養給付や支援金で

賄われていると言われております。 

 今回の窓口負担の割合の見直しは、現役世代の負担を抑え国民皆保険制度を未来につなげてい

くためのもので、窓口負担割合が２割となる方は全国の後期高齢者医療の被保険者全体のうち約

２０％が国の想定と言われております。 

 令和４年１１月１日時点の町の被保険者数は１,１３５人です。負担割合で１割負担の方が

９１７名、２割負担の方が１８２名、３割負担が３６名となっております。 

 後期高齢者医療の被保険者全体のうち１６％が、今回、窓口負担が２割となる割合であり、団

塊の世代とされる方々が７５歳到達により若干の増加は今後も予想されるところです。 

 なお、１０月１日以降からこういった制度が開始されたわけなんですが、２割になった方から

の苦情やお困りの声は今のところ１件も届いていない状況です。 

 後期高齢者医療費のうち窓口負担を除く約４割というのが現役世代の支援金となっております。

今後も拡大していくという見通しでもあり、一定所得のある方の応分の負担というのは持続可能

な医療保険制度にはやむを得ず必要であると考えております。 

 ２割負担となる被保険者への一部支援についても、全ての世代が公平に支え合う政府方針の社
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会保障の仕組みとは逆行すると考えておりますので、町としては国の今回の配慮措置を超えるよ

うな支援は町の財源から判断しても困難であるということから担当課長としては考えておりませ

ん。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  今のところ考えていないということだったんですけど、私が考え

ているのは、医療費負担増になった方の増加分の１,０００円だけを負担するというのを考えて

いるんですが、どうかと、１,０００円だけを負担すれば５,０００円かかる方全てに対して

１,０００円の負担が軽減されることになります。町の負担は、先ほど１８２名とおっしゃいま

したが、私は１７８名で計算したんですけど、病院に行かない方もいらっしゃるから最大で１か

月１７万８,０００円ですよね、１年間で２１３万６,０００円、これって町としてはできると思

ったんですね、先ほどの高齢者の８０歳以上の敬老祝い金を７５歳までに前倒しできないかとい

うことも含めて、こうしたことがやっぱり高齢者に寄り添う町の姿勢、高齢者の方が町は分かっ

てくれているんだなということが分かるようなことにつながると思っております。どうでしょう

か。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  物価高騰と高齢者医療という課題をなかなか１つにすると答え

というのは難しい状況です。国は物価高騰に対して電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付

金というところで各世帯に５万円ずつ給付をしています。町も一早く対応ができるように取り組

んできました。 

 現在、８２５世帯のうち７０歳以上の対象が５４３世帯であります。全体の６６％というとこ

ろでございます。 

 さらに町が冬季でそういったガス、エネルギー等が必要な方に対する応援商品券として冬場の

入り用が発生する時期に合わせてお配りしているところでもございます。 

 御質問の全体的な内容としては、年金問題ということだと思います。年金問題または高齢者の

医療についてはなかなか自治体レベルでの考えというのは難しいところがございます。年金問題

というのは高齢化が進む中で政府のほうで改めて考える時代が来ているのではなかろうかと思っ

て、町のほうとしては様々な支援が必要というのは分かっているんですけど、まずは国のほうで

解決できる部分は解決していただきながら、県、市町村が共に進めていける部分は進めていくと

いうところで考えております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 
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○議員（８番 岸本加代子君）  この問題はまた議論を続けていきたいと思います。 

 最後の問題です。すみません、時間がなくて申し訳ないですけれども、様々な住民の皆さんか

ら苦情が寄せられると思います。基本的な姿勢と、あと②番目なんですけれども、多くの皆さん

御存じだと思いますが、臭気に対する訴えが小犬丸地域のところで訴えがあっております。この

対応の経緯についての報告と、あと客観的にその臭気がどうなのかというのを客観化するために

臭気測定器を購入したらどうかということについて、どのようにお考えでしょうか。すみません、

時間がないので簡単にお願いいたします。 

○議長（是石 利彦君）  住民課長。 

○住民課長（石丸 順子君）  住民課では様々な住民の皆様からの生活に関するお問合せ等をいた

だきますので、その事例からお答えさせていただきます。 

 お困り事や苦情のうち町の施設や町の事務事業に関するものについてはもちろん町が対応をい

たしますが、住民の方同士の問題や事業所に対するものについては当事者間で解決されるべき問

題でありまして、基本的に町が介入すべきではないというのが基本的な考え方でございます。 

 それでも空き家や空き地に蜂の巣ができていて所有者が分からないとか、近所なので直接言う

と角が立つなどの理由で年間６０件以上の苦情に対応をしている状況でございます。 

 その内容は、近隣の草木の繁茂や空き家の管理、野焼き、ペットの飼い方、野良猫、排水やご

みの捨て方、不法投棄や悪臭、騒音などでございまして、そのような状況を通報がありましたら

現状を確認して、直接または文書で相手方にお伝えするんですけれども、そのような改善を促し

ているところですけれども、役場から連絡するほどの管理不全の状態ではないという判断をした

場合には、その苦情を訴えられた方に対して、その旨を説明して役場からの通知等は行っていな

い状況でございます。 

 また、事業所に対する臭気の苦情についての御質問ですが、平成３０年から年に数回お一人の

方のみから継続的に受けている状況です。 

 前提として、事業活動に対する苦情ですので住民の方から事業所に直接なされるべきと考えて

おりますが、町からもそういう窓口を事業所につくってほしいという要望もしておりますが、現

在までに設置されておらず、住民の方からは事業所に直接言っても相手にされないのではないか

とか、環境問題として町が関わるべきという問題で町への対応が求められております。 

 苦情を受けた際は、現地の臭気を確認しまして、事業所の運転状況について電話を入れたり、

事業所に入って確認をして、事業所が通常運転であり住民の皆様の安全・安心が脅かされる状況

にはないということを、その都度、確認をしております。 

 また、事業所が規制対象である悪臭物質について施設内の濃度が基準値を上回っていないとい

う確認を定期的にされていることをこちらも確認しています。 
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 この３年間、本町と事業所とは対等で良好な関係が築かれておりまして、その中で令和３年

７月、町長自ら事業所に対して臭気の苦情について積極的に対応してくださいということで申入

れを行っております。その後、９月には大阪の本部の社員の方が来庁されまして、臭気対策に本

腰を入れると、そして排水施設の臭気対策工事に取りかかる旨の説明を受け、１１月にはその工

事が完成して、私どもも工場の中に入りまして臭気が低減されていることを現地で確認しており

ます。 

 また、加えまして令和４年５月からは排水設備のＰＨ管理の方法をさらに変更しまして、その

都度、会社のほうでも最善の対応がなされている状況ということを確認しております。 

 これまで事業所とは８０年を共に歩みまして、町は多くの恩恵を受けてまいりましたが、この

ような問題に関しましては切り分けまして住民の皆様の安全を預かる行政として適切な対応を図

っていきたいというふうに考えております。 

 また、臭気測定器の購入についてでございますが、県にも確認をいたしましたが様々な種類の

物質の臭いに対応できるような測定器はないということで、簡易的なものになりますので行政指

導等の根拠にはなり得ないということで、町としては購入について現在のところ考えておりませ

ん。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  臭気というのは感性に個人差があるんじゃないかなと思います。

私も町がこれまでいろんなことをされていたというのは十分承知しております。 

 ただし、不快と感じるその方のことも、つらいということを聞いておりますので考えていかな

ければならないかなと思っています。どういう方法がいいのかというのはまた今後、考えていき

たいなと思います。 

 すみません、時間がなくて走ってしまったんですけれども、今日は冒頭にいろいろとこれまで

の４年間のことをお聞きして、この４年間にこんなことがあったんだ、こういったことが進んだ

んだということを改めて感じました。 

 報告がなかった中にも、例えば生活保護者だとか低所得の方のエアコンの購入に補助をいただ

きまして、これも福岡県下では、多分、吉富町だけではないかなと思いますし、国民健康保険税

の均等割の子供たちの減免も年齢を拡大している、これもとてもいいと思っています。 

 町長もおっしゃいましたし、町長は全ての全世帯が笑顔というふうに言っていたかと思うんで

すが、どの世帯でも住みよい町と思うし、同僚議員も一丸となってということを言われていたか

と思います。私も同じような考えです。私なりに頑張っていきたいと思います。一般質問を終わ

ります。 
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……………………………………………………………………………… 

○議長（是石 利彦君）  暫時休憩をいたします。再開は１時２０分、１時間の休憩といたします。 

午後０時20分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時20分再開 

○議長（是石 利彦君）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 向野議員。 

○議員（２番 向野 倍吉君）  本日は、私事で皆様に御心配をおかけしまして、すみません。改

めて体調管理の難しさを痛感させられました。今日は、ちょっと本調子じゃありませんが、ゆっ

くり一般質問を行いたいと思います。 

 令和３年度決算で、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金についてお聞きします。 

 政府は、総額２９兆円に上る第２次補正予算を決定しました。食料品、エネルギー価格の高騰

に伴う家計、企業への支援として６兆円、人への投資を含む新しい資本主義の加速に５.６兆円、

さらに、新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰対策予備費、ウクライナ情勢経済緊

急対応予備費として、４.７兆円を計上しました。 

 昨年も補正予算を計上して、新型コロナ感染症の拡大や影響を抑えようとしてきましたが、最

近では、コロナウイルスの感染者も徐々に増え、経済との共存の難しさを痛感しております。 

 令和３年度決算で、新型コロナウイルス感染症臨時交付金については、この交付金は、各自治

体が地方の実情に合わせ、きめ細やかにコロナ対策を実施できるように予算措置されました。本

町では、７,９５０万６,０００円交付されています。この使徒別明細を教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止や、感染拡大の影響を受けている地域経済や住

民生活の支援を図るための事業を実施できるよう、令和２年度に創設された交付金でありまして、

議員おっしゃるとおり、地域の実情に応じて様々な用途に活用が可能であり、きめ細やかなコロ

ナ対策を可能とするものでございます。 

 令和３年度につきましては、本町には７,９５０万６,０００円が交付をされております。その

使徒としましては、大きく分けて、子育て支援、高齢者支援、事業者支援、そして地域振興、こ

の４つに分類できるかと思います。 

 まず、子育て支援としまして、中学生以下を対象に、１世帯当たり３万円に、第２子以降、

１人１万円を加算した子育て世帯への応援給付金に２,０４３万円。保育所環境整備としまして、

園庭遊具の更新に１００万円、小学校１・２年生の外国語教育支援事業を、学年単位からクラス
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単位に分けて授業を行うための経費として１７万円、これらの子育て分野での合計で、約

２,１６０万を活用させていただきました。 

 次に、高齢者支援としまして、６５歳以上の高齢者に１人２万円を給付する、高齢者応援給付

金事業に約４,０３０万円、家庭で要介護者等の介護を行っている方への支援金として、１人

３万円から５万円を給付する事業に１９６万円。ワクチン接種時に会場までの送迎が必要な方へ

のタクシー送迎支援事業に約２４万円、これら高齢者支援の合計で、約４,２５０万円を活用い

たしました。 

 次に、事業者支援としまして、事業者の売上げ減に対する応援金として６８万円、感染防止対

策への助成に３４万円、新たな事業展開を支援する事業者チャレンジ応援給付金に１１７万円、

農業者の支援に１０８万円。合計で、約３３０万円を活用いたしました。 

 最後に、地域振興としまして、プレミアム商品券事業に対して９９６万円、がんばろう吉富応

援花火事業に１５０万円、計、約１,１５０万円を活用しました。 

 コロナによる社会的、経済的、心理的影響を受けている方々を幅広く支援することを目的とし

て、様々な事業を実施したところでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  向野議員。 

○議員（２番 向野 倍吉君）  その使徒によって、どのような効果が生まれたのか。また、その

ときにはそういう使い方をしたんですけども、もうちょっと、こういうとこがやればよかったか

なとか、そういうようなところがありましたら、お答えください。 

○議長（是石 利彦君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  令和２年度に続いて、３年度も支給されることになりましたこ

の交付金を、どのように活用するかということに当たりましては、その時点でどういった方々が、

本当にコロナの影響に困っているのか、対象者や事業内容を精査して、知恵を絞って事業を計画

いたしました。 

 その結果、何かと出費の多い子育て世代や収入が限られる高齢者の方々、売上げに大きな影響

を受けている事業者の皆様を支援の中心とし、加えて、プレミアム商品券や花火大会を介して、

世代を問わず、住民の皆様を幅広く支援することといたしました。 

 これらの支援を通じて、コロナによる外出自粛などで不自由な生活を強いられている住民の皆

様に、少しでも明るい話題を提供して、元気になっていただきたい、こういう思いで事業を行い

ました。 

 各事業の具体的な検証や効果についてでありますが、例えば、事業者向けのチャレンジ応援給

付金ですが、こちらはコロナで売上げが厳しい時期に、新商品や新規サービスの提供を始める後
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押しができたことで、売上げの増加につながる効果が出ており、今年度も引き続いて事業を実施

しているところでございます。 

 このほかの事業につきましても、内容的には詳細な検証が難しい事業が多いものの、住民の皆

様からは大変助かった、ありがたかった、元気が出たといったような声を、実際にたくさん頂い

ておりまして、コロナで厳しい環境にある日々を、少しでも明るく元気に過ごしていただきたい

という、これらの事業に込めた思いは、しっかりと伝わったのではないかというふうに感じてお

ります。 

 また、本町では、既に令和２年度分の交付金を活用しまして、コロナ対策のアクリル板、サー

モグラフィーや空気清浄機など、様々な感染予防対策や、密を避けるための社会の変革に合わせ

たウェブ会議への対応、コンビニやスマートフォンを活用した料金の収納、小学校への児童１人

１台のパソコンの導入、電子入札などなど、先々も役立つ施策も展開をしてまいりました。 

 今年度については、議員の皆様からも御意見をいただき、この交付金を活用して、全町民への

１万円の商品券や、水道料金基本料の減免など、昨年度以上に幅広く住民の皆様に行き渡るよう

な施策を展開をさせていただいております。 

 この交付金の範囲で町がやるべきことにつきましては、おおむね実施できたのではないかと、

今も考えておりますし、事業による効果についても、十分得ることができたのではないかなとい

うふうに感じております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  向野議員。 

○議員（２番 向野 倍吉君）  ２年から３年にかけて、また本年度も同じなんですけども、執行

部のほうががいろいろ考えて、また、今年度は議員と一緒に、いろんな対策というか、使い方を

考えていただき、あと、最近ちょっと、また増えてきていますので、住民の皆さんは、ちょっと

何か気が緩んでいたような、世の中が、ちょっと心配があったんですけど、今の答弁で、もう執

行部のほうがやるべきことは、もう全て十分やっているというふうに認識しました。 

 今回の事業の中で、臨時交付金以外の一般財源からの支出といいますか、割合なんですけども、

どれだけあったか教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  この令和３年度コロナ交付金を活用して実施した事業の総事業

費は、９,３３９万２,０００円というふうになっております。そのうち、先ほど申しました

７,９５０万６,０００円に交付金を充当しておりますので、一般会計からの支出につきましては、

金額で１,３８８万６,０００円、率にしますと１４.９％というふうになっております。 

 ただし、令和３年度に実施しました事業のうち、プレミアム商品券の事業、それから農業振興
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事業、そして保育所環境整備事業、この３事業につきましては、このコロナ交付金がなかったと

しても実施をしていただろうというふうに考えられる事業となっております。 

 この３つの事業費を合計しますと、２,２１８万２,０００円というふうになりますので、この

交付金を活用したことによりまして、むしろ一般会計からの支出のほう、かなりの割合で減らす

ことができたという考え方ができるのではないかというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  向野議員。 

○議員（２番 向野 倍吉君）  意見としまして、今、２年から３年にかけて、いろいろコロナ臨

時交付金を使って、ある程度、効果的な事業ができたのではないかと思います。 

 一般財源からも、今の話でいうと１４％と、ほかのプレミアム商品券とか農業関係では、それ

がなかってもやっていたので、一般財源からは少なくできたのではないかと。 

 財政部局の皆さんにおかれましては、国や県の補助のメニューを十分調査して、今後も可能な

限り有効に使ってもらって、今後も将来に負担の少ないような事業を展開することを期待します。 

 それでは、次の質問に移らせてもらいます。 

 給食費の今後のことなんですけども、政府が重視する３つの財源議論の中で、防衛費は国民全

体の負担と増税を提起しました。企業などの脱炭素については、ＧＸ経済移行債（仮称）を盛り

込んだ政府方針を、年内に取りまとめるとしていましたが、子供関連予算については、来年以降

に先送りされ、こうした現在でも少子化は急速に進んでおり、新型コロナの影響で将来の不安か

ら産みびかえが起き、今年は８０万人を割る可能性があります。本町の１９年度合計特殊出生率

は１.７４で、近隣の市町村の中では高い数字になっています。これは、本町の今までの取組が

実を結んだ結果なのではないかと思われます。 

 また、兵庫県の明石市は様々な施策を行い、９年連続人口増加し、全国中核市の中では、人口

増加率１位となりました。特に子育てを中心に事業を展開した結果、住みやすい、住み続けたい

と思える街を目指しています。 

 本町も出生率が高い現状を維持し、住み続けていただけるまちづくりのために、今年度６月補

正でコロナ臨時交付金を活用して、１１か月分の小学校給食費の全額助成を行いました。物価上

昇の現在では、小学校の保護者の方々は、大変感謝していると思います。 

 そこで、来年度以降、この給食費全額助成事業の継続のお考えはありますか。 

○議長（是石 利彦君）  教育長。 

○教育長（江﨑  藏君）  給食費助成につきましては、花畑町政になって、すぐに給食費３分の

１助成とし、昨年度は半額です。そして、本年度、全額助成し、常に子育て世代に心から寄り添

って経済的負担を軽減し、安心して子育てができるように、その時々で最大限の支援に努めてき
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たところでございます。 

 その間、新型コロナウイルス感染症に負けずに頑張る子育て中の御家庭に、少しかもしれませ

んけれども、笑顔をお届けできたとうれしくて思っております。 

 来年度以降につきましても、物価や電気代高騰等で生活は厳しい状況にあり、経済的な理由に

よって、子供の学びの場の格差や食生活の格差を生じさせてはいけません。 

 当然、子育て支援が家庭教育に大きく影響し、その家庭教育が学校教育の根幹を成すことから

しても、今後も子育て世代の心に寄り添っていくということは重要なことと考えております。 

 これまで、この件につきましては、パン一つでも親の労働によって食べられるということを教

えることの重要性や、給食費を払わないというのは当然になりかねず、町政へのありがたさや、

親への感謝等、心の問題を考える必要性を答弁してまいりました。 

 このように、常に財政状況のバランスや心の問題を考え合わせて、給食費助成の階段を徐々に

上りながら状況を見極めてきましたが、ふるさと納税の増加など、財源の確保に一定のめどがつ

いたこと、さらには子育てがしやすい町、住みたいまちづくりにも大きく寄与しているというこ

とを、若い世代の定住増等から手応えを感じ、この給食費全額助成の継続を子育て支援の重要施

策と位置づけ、今後一層、子育てがしやすい町、いつまでも住み続けたい吉富町づくりに、正面

から寄与してまいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（是石 利彦君）  向野議員。 

○議員（２番 向野 倍吉君）  今の教育長の答弁は、本町が子育て支援にかじを切った感があり

ます。この給食費助成事業については、少子化対策、子育て対策、定住化対策、教育関係と多岐

にわたった事業だと思います。この教育費助成ということは、執行部のお考えは、どのようなお

考えを持っていますでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  教育長。 

○教育長（江﨑  藏君）  この件につきましては、財政面と他の施策との順序性やバランスのこ

とが、私は柱にございまして、子育て支援と教育の面の、いつも三角形で考えるようにいたして

おります。 

 教育面から申しますと、成長期の体をつくる給食の食料材料費だけでも、私たち親に払わせて

くださいと考えるのが筋であり、給食の始まりの歴史を振り返ってみましても、親の責務という

考えに、私は変わりはございません。そのことが土台にあって、私たち、人というのは、周りへ

の感謝の心とか、ありがたいという気持ちが湧いてくるのではないかと思っております。 

 これら心の問題は、これからもしっかり教え諭していく家庭や学校や、私は、社会全体での教

育の問題として大事であると心得ております。 

 子育て支援の面と教育とは、なかなか切り離すことができなく、むしろ一体となって、今日の
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状況を乗り越えてまいりたいと。これからのまちづくりに、真正面から寄与していきたいという

ふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  向野議員。 

○議員（２番 向野 倍吉君）  最後に意見を言わせてください。給食の食材、食材料費は親の仕

事そのものという考えは私も同感です。教育長の感謝というか、心を育てるということ、重要性

もよく分かりました。子育て支援と教育は車の両輪となり、子育て世代への支援ではなく、これ

からのまちづくりに光を当てていくと思います。 

 今後の吉富町にとって、とても大きな力になってくれるであろうことを申し添えて、私の一般

質問を終わります。 

 以上です。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。マスク外して結構です。 

○議員（５番 山本 定生君）  皆さん、お疲れさまです。また今期も、最後のトリをとらせてい

ただきますんで、眠くならないよう、早めに終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

 最初に、まず、外部の有識者会議の設置についてという質問なんですが、この有識者会議とい

う言葉がどうなのかということはさておいて、町による各方針とか、いわゆる計画、企画段階に

おいて、いわゆる民間の会社でいうところの社外取締役制度とか、例えば第三者委員会的な、有

識者でいいのか分かりませんけど、そういう外部からの意見を求める場所をつくってはどうかと

いう質問についてお聞きします。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  今、議員、御質問の意見についてですが、町の、現在あ

る各重要な審議会等がございます。そういったものは規約に基づいて設置運営しておりますが、

その規約を見ますと、今、議員がおっしゃっている方につきましては、例規では、識見を有する

者、学識経験者、有識者、そういった表現で、規約の中でうたわれ、委員として外部からの有識

者として、近隣の大学の先生やコンサルタントの専門業者、あと、国や県の、その部門の、専門

部門の職員を委員として参画していただいているところでございます。 

 また、アドバイザーとしまして、民間企業経験者や教育者ＯＢの方からも、随時意見を頂きな

がら、各種の方針や計画などを策定する場合の参考とさせていただいているところです。 

 議員おっしゃっています専属的な、第三者委員会的な有識者会議制度があれば、いろいろな審

議、検討の場面で、随時、有益な意見や指導をいただけることが想定されているところですが、

町での審議や計画の策定は、町民の方々の生活や福祉、身の回りの、本当に３６０度の方面にわ
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たる議論となります。多岐多様な審議にわたるものとなっており、全てに精通しておる有識者と

なりますと、なかなか選考が難しいと思われますし、審議の場面も、年間に通じて、そう頻繁に

ということではないというふうに考えておりますので、当面は、今、議員がおっしゃるそういっ

た制度を意識しながら、人材を探しながら、現状の各部門ごとに精通した、やはり審議委員の選

出方法で審議していくことが現実的なのかなというのが現状でございます。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  私自身も、駅前開発審議会じゃない、あと、第３次総合計画かな、

そんなときにも携わっているんで、いろんな方が入っているの、十分知っているんですけど、な

かなか、そのときそのときに集めた方というのは、本当に、じゃあそのときに、意見を述べたい

人なのか、たまたま頭数というふうになって、例えば総合計画審議会のときも、役職がポジショ

ンとして与えられているんで来るんですけど、喋らない方は全く喋らない。意見を言わないとい

う人が多かったんで、たまたま手を挙げて、僕が入れた駅前総合のやつとかは、発言権あったん

で、いっぱい喋らせてもらったんですけど、総合計画審議会については、本当に発言者が少なか

ったです。特定の人間しか喋らないんで、これは、僕が言いたかったのは、そういう、普段から

何か募集をかけて町が何かするときに、フォーユー会館の、あの大きいところで何十人も集める

んじゃなくて、ちょっとしたものを、例えば各部署が企画するときに、一言、いろんな人の意見

が入ってくるとおもしろいのかなと思ったんで、ちょっと、おもしろいかなというか、してはど

うかなと思ったんで、ちょっとお聞きしたんですが、そうしないと、今度は逆に、さっき言われ

たように特定の機関としてつくってしまうと、その人の意見が、町の意見になってしまうんで、

それはそれで、また今度は困りものだなと思うんです。 

 例えば、アドバイザーという方を入れたとしたら、そのアドバイザーが言ったことが、じゃあ、

町の方針になってしまう。それはそれでおかしな話になってしまうんで、そういう形の制度を、

今後、設けていただける、検討していただきたいと。今、つくってくださいという話じゃないん

で、そういう形で、多分、そういうお答えでいいかな。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  そういった委員の選考につきましては、今、山本議員が

おっしゃったとおり、余り偏った意見に、かつ強く発言される方の場合ですと、どうしてもほか

の委員さんが、その方の個人の意見に引っ張られてしまうというのも、往々にしてございます。 

 そして、また町が進めたいという、ある程度の方向性を町が持っておりますが、全く逆の方向

を強く御指導いただいても、ちょっと正直困るっていうようなところもございますので、そうい

った意味も含めまして、先ほど説明いたしましたように、いろんな人材を見て探しながら、なる

べくオールジャンル、かつ、本当に吉富町に合った、吉富町に適した意見をいただけるような方
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を、やっぱり、随時、アンテナを立てて、そういった人材を探しておいて、いざというときに、

そういった方に声かけができるような体制を取っていけたらいいのかなというふうに考えており

ます。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  これ、今、言ったように、その制度、私たちが以前、私も前期の

ときに行ったんですけど、北海道のニセコ町というところに行ったんです。あそこは、当時の町

長さんが町民会議というものを設置したんです。そこの町民会議で町民が決めたことを町の施策

にするというやり方をされたそうなんですけど、それってすごい、今、有名な、発展しています

よ、すごく。 

 それ、成功だなと思ったんですけど、そのときに、議会の方たちと話したときは、もう議会は

不要であると。逆に町民が決めたこと、議会が今度は否定できない。議員の意味ないやないかっ

ていう話もあったんで、これが、なかなか難しいところはあると思うんですが、ただ意見集約と

か、そのアイデアとして使う分には十分いいのかなと思いますので、その辺は踏まえた上で進め

ていただきたいと思います。 

 次、２番に行くんですが、これ、２番も１番と、ちょっと似た形になるんですが、よく、町が

いろいろ入札するときに、町有地を売るときとかそういうときには、プロポーザルというものを、

今、よく入れています。これ、もう全国的に、今、こういうのを入れたほうがいいだろうという

ことでやられているのは十分知っています。大変いいことだなと思う。 

 そのときに、執行部のほうの説明では、私たちが思い浮かばなかったアイデアが出てくるとか、

何かそういう説明をよくされるんですけど、じゃあ、それを検討する時とか採択する立場に、そ

ういう人たちが入っていなくていいのかなと思う。 

 というのが、私たちは気づきませんでしたということを相手に投げかけるのに、気づかない人

間が投げかけるって、ちょっとこれ、本末転倒じゃないかとか思うんです。 

 だから、その検討段階、さらに採択する段階に、そういう、さっきの第三者委員会じゃないん

ですけど、それと同じように、違う方の意見も入れてしなければ、何か余り意味がないんじゃな

いかな、結局、同じところに戻ってしまうんじゃないかというイメージがあるんです。ちょっと、

そこについてどう思われるかをお聞きしたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  まず、プロポーザル方式ということです。 

 まず、プロポーザル方式といいますのは、技術的に高度なもの、または個性が重視されるよう

な業務を発注するに当たりまして、プロポーザル、いわゆる提案書の提出を求めて、最も優れた

提案を出したものと契約をするという方式を言います。 
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 入札ですと、単に金額のみでの競争となりますので、請け負う事業者次第で品質が大きく変わ

るような事業につきましては、安かろう、悪かろうの懸念が持たれます。 

 このような場合に、プロポーザル方式によりまして、事業者に提案書や過去の実績等の資料の

提出を求め、その内容を審査して、最良の提案をした事業者を選び、予算の範囲以内で最良の品

質を確保するといったような仕組みとなっております。 

 本町におきましても、議員、御指摘のとおり、近年、事業者の仕事の質が重視されるような業

務が増えておりますので、プロポーザル方式による契約が増えてきております。 

 議員が御指摘いただきました、提案内容の検討や採択する立場に、民間は入れなくていいのか

ということなんですけれども、本町におけるプロポーザルといいますと、幾つか例を申し上げま

すと、例えば、かわまちづくり事業実施計画・実施設計の業務、それから、吉富町の魅力発信パ

ンフレット作成業務、まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定支援業務など、施設の設計、それ

から印刷物の作成、そして計画書などの作成、こういったものを実施するに当たりまして、最も

適切な創造力、技術力、経験などを持つ委託先を選ぶことを目的とした案件がほとんどでありま

して、その規模も含めまして、本町の身の丈に合った内容でありまして、これについては十分に

行政職員のみで対応できる範囲で運用ができていると考えております。 

 業者選定の公平性や透明性の点につきましても、担当課のみならず、案件ごとに関連する他課

の職員も加わりました選定委員会を編成し、あらかじめ定められた評価基準に基づいて、厳格に

審査を行っております。 

 情報公開の対象ともなりますので、選定委員となった職員は、客観的基準に基づいて、公平公

正に責任を持って提案を審査しておりますので、現状について、特段の問題は生じていないとい

うふうに考えております。 

 プロポーザル方式の採用によりまして、町としては、契約業者に対して提案書で約束したとお

りに、責任を持って業務を行わせるということも可能となります。そして、また、先ほど山本議

員もおっしゃっておりました入札を実施するための詳細な仕様書作成が、なかなか、私たち職員

が困難な業務につきましても、最低限、町が求める要件をお示しをして、事前にお示しをして、

詳細については専門的な知識を持ちます業者側からの提案を促すということで、事業が実現でき

るといった類の業務もありますので、こういったところで、大変大きなメリットがあるというふ

うに考えておりますので、そのプロポーザル方式を取らせてもらうということ自体が、町にとっ

て、大きな意味のあることではないかなというふうに考えております。 

 なお、これとは別に、施設の建築等の事業で、企画された案そのものの良否を判定すると、そ

れで事業者を決定するという企画コンペ方式というものもございますけれども、その場合につい

ては、その建築内容の分野の専門的な知識が必要であったり、住民の皆様方の御意見が必要であ
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ったりという場合もあろうかと考えられます。こうした場合につきましては、民間委員の参加も

検討する必要があるのではないかというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  これは、簡単にお聞きするだけの質問やったんですけど、今、言

った、企画コンペ方式とかそういうときに、また町民の話も入るということなんで、先ほど言っ

た、例えばその駅を造るときも、実際は民間の人間たちを呼んで、どういうのがいいか、ある程

度の方式は決まっているんですけど、そこからみんなで意見ができて、あのときも、日時計を付

けるとかあったんで、そういった方式を、今後もなるべく取っていただいて、できれば残ってい

くものを造るときには、なるべく、やっぱりみんなの意見、住民が喜ぶもの、こっちが勝手に造

りましたよっていうと、結局、苦情ばっかりになるんで、そうじゃないような形に進めてほしい

という意味で、今回、質問しました。 

 もう、ちょっと、さっさと行きたいと思います。 

 次、３番目は、集合住宅の自治会の加入についてお聞きしたいんですが、町内の、まず最初に、

日本国においては、自治会加入の義務はないということを前提で分かった上での質問なんで、ち

ょっと間違えないでください。町内で、集合住宅などを建設する場合、事前に自治会、いわゆる

地元自治会との協議の制約、例えば手続、そういうものが町にあるのかないのか、まず第一点と、

この自治会の習慣、いわゆる慣習とかそういうものによって、加入の合意は必要ないのかな、ど

うなんですかっていうことをお聞きしたい。 

 まず民間のものなんで、これ、町が介入できないということは十分分かっているんですが、町

としての考え方がどうなのか、今後、これについて条例化とか、何かそういうことを検討する予

定があるかないか、ちょっと、その辺についてお聞きしたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  まず、集合住宅の建設に当たりましては、今、議員がお

っしゃいましたように、自治会などとの協議等については、法的な制約につきましては、本町に

おいては、例えば３,０００平米以上を超える開発行為に該当するようなものであれば、許認可

が必要、官公庁の許認可が必要となり、その場合につきましては、上下水道や雨水の排水方法、

周辺環境への影響や緑地や公園の設置、消防の協議、また、関係官公庁や自治会などと、多くの

協議事項をクリアしてからの許可というふうになりますが、町内で建設される集合住宅のほとん

どです。ほとんどにつきましては、３,０００平米未満が主となっております。 

 当然、そこに敷きます上水道や乗入れのための町道や生活排水などを流す水路関係者、そうい

った方との協議は必須となりますが、地元自治会での協議などは、町のほうから任意で、建設後
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にそこに居住する方々と地域とのトラブルを未然に防ぐために、事業者のほうに自治会長等を紹

介をし、事前に自治会長との協議を進めておいてくださいという指導にとどまっているのが現実

でございます。 

 当然、町としては、そういった、まず集合住宅等の計画を事前に知り得る部署として、農地を

管理しています地域振興課や建築確認申請の窓口など、道路や水路を管理する建設課、上下水道

の接続等に係る上下水道課が、一番最初の窓口になろうかと思いますが、そういったところは、

常に今回、こういった情報があるよということで、情報を共有しております。 

 そのような案件がありましたら、先ほど来申しましたように、それぞれの担当部署で建築後の

トラブルを防ぐために、担当自治会へ事前の相談を必ず指導しているところです。 

 この場合の自治会への事前協議は、先ほど、議員おっしゃいましたように、法に基づくもので

はなく、あくまでも任意であるため、それを怠ったことを理由に、町が建築を差し止めるという

のは難しいと考えられまして、そういったことがないと許可をしないということも、法を超えて

の条例などの規制も難しいと考えられるために、今の段階では、自治会の協議を条例で設定する

というのは、少し難しいところがあるのかなというふうに考えておりますので、今後も建築事業

者と住居者、そして地元の自治会などとのトラブル、双方にとってよい結果にはなりませんので、

そういったことを事前に説明をして、自治会への加入やごみの出し方、地域活動への参加などを

十分に事前協議を行うよう、建築業者、開発業者へ引き続き指導を行っていくのが、現在できる

ことかなというふうに考えております。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  また、飛んでしまうんで、先に２番に行きます。 

 例えば、この自治会に未加入の建物が建った場合、そこの住民に対して回覧とか、そういうも

のが届かないという、前回、選挙のときも、選挙公報とかのときも聞いたんですけど、町として

どうするのか。 

 実際に、この間、先日私たちが議会報告会をしました。そのときに、実際、自治会に未加入で

ある建屋に住んでいる方だと思われます。その方から言われました。「道路愛護とか、何も連絡

がないから分からない」と。「できれば地域のことに参加したいけれど、分からないから出よう

がない」というふうなことを言われたんで、ちょっとこれについての見解を、町としてどう思う

かお聞きしたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  自治会の加入につきましては、住民の方も転入時に該当

自治会の確認と、未来まちづくり課のほうでは、防災無線機の貸与を必ずやりますので、その方

と接触をいたします。その際に、広報誌の配布や、今、おっしゃいました回覧板、それとか、ご
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み出しの地域のいろんな条件等がありますので、そういった相互協力の面から、基本的には自治

会のほうへ加入をお願いしているところでございます。 

 ただ、大半の方が御納得をいただいて、恐らく自治会のほうに加入をされているんですが、と

きにかたくなに拒否をされる方もおられます。そういった方は、併せて防災無線も要りませんと

いうことが、大体多いです。そのような方は、理由として申されるのが、もう、そこへは寝に帰

っているだけ、地域活動にも出れないし、回覧とか防災放送も要らないですとか、自分がここに

住んでいることを知られたくないんだという御意見、それと、直球で、もう自治会費を払いたく

ない。広報紙などの情報は、ホームページや、私が直接町へ取りにくるから配っていただかなく

ても結構ですというふうに言われる方、それと、先ほど議員がおっしゃいましたように、自治会

への加入等は、法律上、強制できないですよねという形で、かなり強く意思表示をされる方が、

そういった方は多いです。 

 このような場合は、町が推進する、例えば住民の皆さんとの協働のまちづくりを町が勧めてお

るところですが、災害時の助け合いがありますから、ぜひ、そういった地域の中で自治会に入っ

ていただければというようなことを申し上げるんですが、なかなか御理解をいただけずに、そう

いった方の大半は、また何かお困りのことがありましたら、町へ御相談くださいというところま

でのお話をするのがいっぱいというところが正直な町の対応でございます。これといって、いい

対応策というのがないのが現状での状況でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  これ、本当に多分難しいと思うんです。先日、言われた方のとこ

ろを確認したら、例えば町営住宅でも１か所ありますけど、オートロックのところがあって、結

局、自治会に、その中へ入れないんです。ほかの方が。そうなると、もう個別に対応ができない

んで、これ、集合住宅の場合は、１軒１軒を把握するって、多分、行政のほうも無理と思うんで

す。住民票を持ってこなければ、もう分かりませんから。 

 先ほど、１番でお聞きしたんですけど、いわゆる設置者のほうに、最低限自治会に入るような

ことを、どうにかせにゃいかんなと思うんです。というのが、ここのことを、ちょっと確認した

ら、そこの募集要件に、家賃以外、一切不要というのが項目にあるから、それ以外の費用は取ら

ないという前提だそうです。 

 だから、そこの地区の人たちが、ちょっと自治会に入ってくれよということは、建てた人に言

っても意味がないというような件があるそうです。 

 １軒１軒ではないにしても、少なくとも、この建屋の設置者に対しては、何らかの形の義務と

いうか、するべきじゃないかなと、ちょっと思うんです。 
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 というのが、一例を言いますと、北九州市と、今、福岡市のほうで、やっぱり集合住宅化して、

以前から個人情報云々で、ずっとやっている結果、自治会加入率が６割とかそんなになっている

地区もあるそうなんです。これはいかんということで、北九州が条例化しようとしています。今、

福岡市のほうは、パブリックコメントを募集中です。どういう形がいいかと。これは、今のうち

に、吉富町もこれだけ新しい人がどんどん入ってきているんで考えないと、さっき言った町営住

宅だったり、もともと、あそこは自治会費取っていない人たちが入ったから、今も、たしか取っ

ていないです、あそこは。 

 幸子団地の場合は、名前言っていいんか、いいね。幸子団地の場合は、地区とは別にされてし

まったんで、自治会費取りました。あれも、本当は共益費払っているから、おかしいんじゃない

かという意見もあったんですけど、やっぱり地区として、それは決めましょうということで、あ

そこは強制加入をしました。でも、なかなか難しい。やっぱり先ほど言われたように、これ、払

う必要ないじゃないかという人もいましたもんね、実際。 

 ただ、やっぱり一度決めてしまったら、それで進めなきゃいかんし、一度でも入っていないよ

うな建屋ができると、次の建屋ができると、あそこも払ってないやないかってなってしまうんで、

何らかの形を町として、してほしいと思うんですが、３番目の質問にそのままつながりますけど、

じゃあ、そういう地区、例えば、建屋自体が入らないという建屋があったとしたら、周りの人た

ちからすると、不公平感、いわゆる道路愛護とか、現にその人たちは道路使っているわけですよ

ね。そこの草取りはほかの人がやって、そこの人は全然しない。水路だって、そっから水は流れ

てくるわけです。その水路掃除は河川愛護として周りの人たちがする。そういう不公平感が生ま

れるんじゃないかと思いますが、そこについてはどう思われます。 

○議長（是石 利彦君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  今、議員おっしゃるところも、私たちも頭が悩むところ

でいるところです。 

 集合住宅につきましては、いろいろなパターンがございます。町内にオーナーがいらっしゃる

ような場合については、例えばオーナー様のほうが、もう一括で、例えば自治会費は、もう一括

で払うというような場合もありますし、自治会に入るように指導していただいているオーナー様

もおりますが、昨今につきましては、ごみ置き場は、もう私どもの集合住宅の中で、私どもで造

りますと。地域のごみ置き場は活用はせずに自前で造りますと。下水道が行っているところは、

もう下水道になりますから、雨水以外は、例えば水路には流れませんというような、オーナーの

方たちも、いろいろなお知恵を持っておって、そういう、自治会に入らないっていうような意思

表示をしているオーナーさんについては、もう、しっかり法的なところを押さえて、町も交渉し

ますので、なかなか突破口が難しいというのが現状でございます。 
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 そういった中で、全ての集合住宅の方が未加入というわけではございませんが、やっぱり一定

数の方が、先ほど来説明のような様々な理由と、大半の方が強い意志をお持ちになって、未加入

の状態でございます。 

 担当の自治会長の皆様も、いろいろな場面で苦慮していることは、町のほうにも声が届いてお

りますし、私たちも存じ上げているところです。 

 自治会の中でも、例えば自治会の区費と言わせていただきますが、区費の取り方も、自治会に

よって様々ございます。場合によっては、神祭関係、神社とかお寺の関係も含めて、自治会費と

一緒にというような自治会もあるようでございます。でも、そこは自治会にお任せしております

ので、自治会費の徴収の仕方を、町がどうこうということはやってはおりませんが、そういった

場合、さらに宗教等が絡んで、ますます、また難しい話になっているような自治会もお聞き及ん

でもございます。 

 そういった中で、町も加入が任意の制度ですので、お互いの気持ちを考えて、町から強制的に

加入してくださいとも言えず、本当に苦慮しているわけです。 

 先ほど、地域活動へ不参加となりますと、周辺の方々の不平も当然理解できます。ただ、町と

して、地域活動に対する個々の認識の違いの溝っていうのは、もう正直、簡単に町からの施策

１本では埋めきれないというところがございますので、そういった、もし河川愛護、道路愛護に

御参加をいただいた、そういったボランティア精神を持たれている町民の方については、町のほ

うから感謝を申し上げて、そういった活動方法など広く周知をして、今後も町民の皆様のまちづ

くりの参加の気持ちをほめて、醸造して、今、加入していない方々も地域の活動には参加しない

といけないんだという、そういった気持ちを盛り上げる施策を打っていくというところが、地道

ですが、そういった方々へ対するアクションになるのかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  これは、なかなか本当に難しいんです、実際の話。私も以前、区

長をやっていましたから分かりますけど、本当に、特に今、こういう自由な時代になってしまっ

て、個人情報の時代になってしまうと、なかなか難しいんですが、何とか少しでもいいようにし

てほしいと思います。 

 そういう意味で、個人情報保護や個人主義が進み、不要論も聞こえてきました。聞こえてきた

りしてたんですけど、３.１１の東日本大震災以降、共助の面とか防災の面で、この自治会とい

うものを見直しというのが、やっぱり大事だと論じられてきております。 

 吉富町も小さな町だからこそできるんですけど、元気な町というのをうたい文句にして、新し

い人、どんどん入れていますから、せめて、町が率先してこの自治会運営や活動への協力をお願
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いして、私の質問を終わりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  これにて一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（是石 利彦君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。長時間お疲れさまでした。 

午後２時09分散会 

────────────────────────────── 

 


